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◉iPadと（ほぼ）同じサイズ!

ナカノシマ大学1周年記念！

申し込み受付中!

新シリーズ

「大阪の歴史をやり直す」

釈 徹宗

祝
１
０
０
周
年

オ
ー
ル・ザ
ッ
ツ

京
阪
電
車



お
け
い
は
ん
島
民
の「
だ
か
ら
好
き
、京
阪
」。

●
通
学

　

実
家
が
千
林
な
の
で
、
出
か
け
る

時
は
ほ
と
ん
ど
京
阪
電
車
で
し
た
。

大
手
前
高
校
時
代
は
天
満
橋
駅
か
ら

歩
い
て
通
っ
て
ま
し
た
。
阪
大
の
医

学
部
時
代
は
淀
屋
橋
駅
で
下
り
て
、

堂
島
川
沿
い
の
遊
歩
道
を
歩
い
て
ま

し
た
。

●
ひ
ら
か
た
パ
ー
ク

　

幼
稚
園
の
遠
足
で
初
め
て
行
っ
て

以
来
、
年
に
２
〜
３
回
は
行
っ
て
い

ま
す
。
親
に
連
れ
ら
れ
て
行
っ
た
り
、

合
ハ
イ
し
た
り
、
ど
れ
だ
け
お
世
話

●
生
活
必
需
電
車

　

実
家
は
森
小
路
駅
か
ら
走
っ
て
３

分
。
小
・
中
学
校
は
森
小
路
、
高
校

は
京
橋
、
大
学
は
深
草
、
今
年
入
っ

た
会
社
は
渡
辺
橋
と
、
通
勤
・
通
学

は
ず
ー
っ
と
京
阪
で
す
。
中
之
島
線

が
開
通
し
た
時
は
ま
だ
大
学
生
で
、

「
便
利
に
な
る
ね
」
な
ん
て
家
族
と

話
し
て
い
た
ん
で
す
が
、
ま
さ
か
通

勤
で
も
使
う
よ
う
に
な
る
と
は
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

●
お
で
か
け

　

芋
掘
り
、
初
詣
、
釣
り
…
双
子
の

●
寝
屋
川
市
駅
と
の
縁

　

生
ま
れ
は
大
阪
市
内
で
す
。
そ
の

後
、
家
族
で
萱
島
に
引
っ
越
し
て
か

ら
、
ま
た
市
内
で
10
年
ほ
ど
１
人
暮

ら
し
し
て
、
結
婚
・
出
産
を
き
っ
か

け
に
20
年
前
に
寝
屋
川
に
戻
り
ま
し

た
。
や
っ
ぱ
り
親
戚
や
家
族
が
い
て
、

親
近
感
が
あ
っ
た
の
で
。

 

●
変
わ
る
駅

　

最
初
は
普
通
だ
け
し
か
停
ま
ら
な

か
っ
た
駅
に
、
ど
ん
ど
ん
停
ま
る
電

車
が
増
え
て
、
駅
前
も
整
備
さ
れ
て

…
ち
ょ
っ
と
ず
つ
都
会
に
な
っ
て
い

●
決
め
手
は
駅
前

　

３
月
に
東
京
か
ら
転
勤
に
な
り
、

香
里
園
に
引
っ
越
し
て
半
年
。
僕
は

奈
良
出
身
で
、
大
学
は
兵
庫
県
だ
っ

た
の
で
、
今
ま
で
京
阪
沿
線
に
は
縁

が
無
か
っ
た
ん
で
す
。
た
だ
、
い
く

つ
か
あ
る
候
補
の
中
か
ら
、
妻
が
香

里
園
の
駅
前
を
す
ご
く
気
に
入
っ
た

ん
で
す
。
駅
の
西
側
は
新
し
い
ス
ー

パ
ー
が
あ
る
中
で
、
少
し
歩
け
ば
昔

な
が
ら
の
商
店
街
も
あ
り
、
新
旧
入

り
混
じ
っ
た
良
さ
が
あ
る
。
東
側
に

で
き
た
「
香
里
園
か
ほ
り
ま
ち
」
に

は
関
西
医
大
病
院
も
入
っ
て
い
て
、
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取
材・文
／
大
迫 
力（
本
誌
）

千
林
〜
淀
屋
橋

森
小
路
〜
渡
辺
橋

寝
屋
川
市
〜
大
江
橋

香
里
園
〜
渡
辺
橋

大
阪
大
学
医
学
部
教
授

仲
野 

徹
さ
ん

ク
エ
ス
ト
ル
ー
ム
雑
誌
編
集
ア
シ
ス
タ
ン
ト

太
田
麻
夏
さ
ん

［
黒
門
さ
か
ゑ
］

岡
野
真
由
美
さ
ん

電
通
テ
ッ
ク 

関
西
支
社

林 

和
範
さ
ん

通
勤
・
通
学
・
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
、島
民
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
京
阪
電
車
。実
際
に
乗
っ
て
い
る
人
た
ち
に「
だ
か
ら
好
き
」の
理
由
を
聞
い
て
み
た
。

京
阪
と
言
え
ば

や
っ
ぱ
り
、ひ
ら
パ
ー
と

テ
レ
ビ
カ
ー
で
し
ょ
う
。

遊
ぶ
な
ら

「
京
橋
集
合
で
」が

合
言
葉
で
す
。

つ
い
最
近
、

お
け
い
は
ん
に

な
り
ま
し
た
！

ち
ょ
っ
と
ず
つ

都
会
に
な
っ
て

い
く
の
が
嬉
し
か
っ
た
。



に
な
っ
た
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
結
婚

し
て
子
供
が
で
き
て
か
ら
も
や
っ
ぱ

り
行
く
ん
で
す
ね
。
も
う
体
が
覚
え

て
る
と
い
う
か
、
ふ
と
行
き
た
く
な

る
ん
で
す
。

●
時
代
を
映
す
車
両

　

好
き
な
車
両
は
テ
レ
ビ
カ
ー
に

１
０
０
票
！  

京
大
で
助
手
を
や
っ

て
い
た
頃
は
、
い
つ
も
出
町
柳
ま
で

乗
っ
て
い
ま
し
た
。
一
度
、
日
本
シ

リ
ー
ズ
の
ヤ
ク
ル
ト
対
阪
急
戦
の
中

継
を
や
っ
て
い
て
、
み
ん
な
見
た
い

か
ら
す
ご
く
混
ん
で
た
ん
で
す
け
ど
、

当
時
の
上
田
監
督
が
ホ
ー
ム
ラ
ン
の

判
定
を
め
ぐ
っ
て
ず
ー
っ
と
抗
議
し

て
る
ん
で
す
。
あ
れ
は
が
っ
か
り
し

た
な
あ
。
ワ
ン
セ
グ
な
ど
な
か
っ
た

時
代
で
す
か
ら
、
何
は
な
く
と
も
テ

レ
ビ
で
し
た
。
晩
年
に
は
公
衆
電
話

も
設
置
さ
れ
て
い
た
か
ら
、「
今
か

ら
帰
る
わ
」
と
電
話
し
て
ま
し
た
。

そ
う
い
う
の
も
時
代
で
す
ね
。

姉
と
一
緒
に
電
車
の
中
で
は
し
ゃ
い

で
よ
く
怒
ら
れ
ま
し
た
。
大
き
く
な

っ
て
母
か
ら
聞
い
た
と
こ
ろ
、
ぜ
ん

ぶ
京
阪
電
車
で
の
こ
と
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
ぜ
ん
ぜ
ん
意
識
し
て
い
な
か

っ
た
の
で
す
が
、「
え
、
あ
れ
も
京

阪
？
」
と
驚
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぐ
ら

い
、
電
車
に
乗
る
＝
京
阪
と
い
う
の

が
当
た
り
前
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

●
合
言
葉

　

い
つ
も
の
買
い
も
の
は
千
林
商
店

街
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
買
い
も
の

を
す
る
時
は
京
橋
の
ダ
イ
エ
ー
だ
っ

た
ん
で
す
。
そ
の
せ
い
か
、
と
に
か

く
「
遊
び
に
行
く
」
と
い
え
ば
京
橋
。

大
き
く
な
っ
て
か
ら
も
一
日
遊
ん
だ

り
、
一
旦
京
橋
で
集
ま
っ
て
か
ら
難

波
や
梅
田
に
行
く
の
が
基
本
だ
っ
た

ん
で
す
。
だ
か
ら
、
今
も
地
元
の
友

だ
ち
と
会
う
と
き
は
「
と
り
あ
え
ず

京
橋
集
合
で
！
」
と
い
う
の
が
合
言

葉
で
す
ね
。

く
よ
う
で
嬉
し
か
っ
た
で
す
（
笑
）。

昔
は
淀
屋
橋
に
出
る
の
に
、
30
〜
40

分
ぐ
ら
い
か
か
っ
た
け
ど
、
中
之
島

線
が
で
き
た
今
は
、
店
の
あ
る
大
江

橋
ま
で
で
も
20
分
ぐ
ら
い
で
行
け
て

便
利
で
す
。
昔
は
ず
っ
と
「
区
急
」

と
プ
レ
ー
ト
に
書
か
れ
た
電
車
で
大

阪
に
出
て
た
か
ら
、
も
っ
と
速
い
電

車
が
停
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
今
で
も

「
区
間
急
行
」
に
親
近
感
が
あ
る
ん

で
す
。
寝
屋
川
や
萱
島
の
辺
り
の
人

は
み
ん
な
そ
う
な
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

 

●
車
窓
の
桜

　

京
阪
電
車
の
車
窓
風
景
で
好
き
な

の
は
、
京
橋
〜
天
満
橋
間
の
景
色
。

春
に
な
っ
た
ら
桜
が
見
え
る
で
し
ょ
。

若
い
頃
は
な
ん
と
も
思
っ
て
い
な
か

っ
た
の
に
、
今
は
必
死
に
な
っ
て
見

よ
う
と
し
て
し
ま
う
。
年
を
重
ね
る

に
つ
れ
て
季
節
の
移
ろ
い
み
た
い
な

も
の
に
対
す
る
感
慨
が
深
く
な
っ
て

き
て
る
ん
で
す
か
ね
。

今
後
ど
ん
ど
ん
便
利
に
な
る
だ
ろ
う

と
い
う
期
待
も
あ
り
ま
し
た
。

●
住
ん
で
み
て

　

娘
が
成
田
山
不
動
尊
の
前
に
あ
る

幼
稚
園
に
通
っ
て
い
る
ん
で
す
が
、

運
動
場
が
広
い
ん
で
す
よ
。
大
阪
市

内
で
は
な
か
な
か
そ
う
も
い
か
な
い

の
で
、
貴
重
な
環
境
で
す
よ
ね
。
公

園
も
多
く
、
緑
が
多
い
こ
と
に
も
気

づ
き
ま
し
た
。
買
い
も
の
も
便
利
で
、

商
店
街
が
い
く
つ
も
あ
る
の
で
、
ま

だ
全
部
回
り
き
れ
て
な
い
ぐ
ら
い
で

す
。

 

●
こ
れ
か
ら
の
楽
し
み

　

電
車
や
沿
線
は
知
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
。
で
もK

U
ZU

H
A

 M
A

LL

と

ひ
ら
か
た
パ
ー
ク
は
行
き
ま
し
た
よ
。

坂
本
龍
馬
の
ゆ
か
り
の
地
巡
り
も
し

た
い
。
ま
だ
ま
だ
降
り
た
こ
と
の
な

い
駅
ば
か
り
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
散

策
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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　最新の3000系や、特急車8000
系はもとより、緑色の通勤車に至
るまで、一見何の変哲もなくとも、
川向こうの鉄道に太刀打ちするに
は快適性や乗り心地を良くせなア
カンと、さりげなく凄い工夫が凝
らされているのが京阪電車です。

「進取の気性、技術の京阪」は伊
達じゃありません。
　たとえばカーブの多い路線で乗
り心地を追求して50種類以上もあ
る台車を使ってきたんですよ。今
もモーターの有無でこんなに台車
が違う電車ってちょっとない。
　また５ドアの5000系は、ラッ
シュ時以外は２ドアを締め切り上
から座席が降りてくることで有名
ですが、扉脇の跳ね上げ式吊り革
や、フリーストップの日よけ、天
井でぐるぐる回る社章入りのファ
ンなど、乗客志向のいちびった工
夫がてんこもり。あ、誉めてるん
ですよ念のため。
　私の住む関東では少なくなりま
したが、足回りを更新したら今度
は車体を載せ替えるなど、電車を
長持ちさせるのも京阪の得意技。
今も正面左側の２段窓や、ホンマ
モンの網棚が残るノスタルジック
な2600系はその象徴です。石山
坂本線にはルーツが開業当時にさ
かのぼる車両さえあるんですよ。
　色をはじめ車両もずいぶん変わ
ってきましたが、どこかマニアッ
クで、年期とともに滋味が増す「京
阪電車らしさ」は失わずにいて欲
しいですね。

くろだ・いつき　
東京在住。本業は中小
企業診断士だが、実態
は世界149都市中67都
市で地下鉄に乗ったり、
TVチャンピオンで準
優勝したり、電車を保
存したりと、経営コン
サルタントらしからぬ
無茶＆馬鹿馬鹿しさを
愛する「乗り鉄」。

鉄道好きから見た
京阪電車
 「愛される理由」。
文／黒田一樹



橋
～
西
院
間
を
結
ぶ
。
し
か
し
１
９
４
３
年
、
国
策
に
よ
り
阪
急
と
合
併
。
６
年
後

に
分
離
す
る
際
、
新
京
阪
線
を
残
し
た
ま
ま
独
立
す
る
が
、
や
が
て
大
阪
都
心
乗
り

入
れ
を
果
た
し
安
定
軌
道
に
入
る
。
そ
し
て
２
０
０
８
年
、
長
ら
く
鉄
道
空
白
地
帯

だ
っ
た
中
之
島
に
新
線
を
開
通
。「
水
都
」
大
阪
か
ら
「
古
都
」
京
都
を
経
て
「
湖
都
」

滋
賀
を
貫
く
ソ
ウ
ル
ト
レ
イ
ン
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

 

京
阪
電
車
と
大
阪
の

1
0
0
年
。
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阪
電
車
１
０
０
年
の
歴
史
は
、
ほ
ぼ

半
世
紀
を
境
に
２
つ
の
時
代
に
分
か

れ
る
。「
前
半
は
１
９
６
３
年
（
昭
和
38
）

の
淀
屋
橋
延
伸
、
つ
ま
り
、
会
社
と
し
て
も

鉄
路
と
し
て
も
今
の
骨
格
が
固
ま
る
ま
で
。

後
半
は
沿
線
の
さ
ら
な
る
開
発
と
多
角
化
の

時
代
で
す
」
と
、
１
０
０
周
年
担
当
の
中
野

雅
史
さ
ん
。
と
り
わ
け
、
関
西
の
私
鉄
黎
明

期
に
当
た
る
初
期
の
20
年
ほ
ど
は
、
戦
国
大

名
の
国
盗
り
合
戦
さ
な
が
ら
に
領
土
と
覇
権

を
争
う
時
代
だ
っ
た
。

　

大
阪
の
天
満
橋
か
ら
京
都
の
五
条
ま
で

46
・
57
㎞
を
１
０
０
分
で
結
ぶ
一
番
列
車
が

走
っ
た
の
は
１
９
１
０
年
（
明
治
43
）。
沿

線
は
お
祝
い
ム
ー
ド
に
沸
い
た
が
、
会
社
は

一
つ
の
未
練
を
残
し
て
い
た
。
当
初
思
い
描

い
た
大
阪
側
の
起
点
は
、
商
都
の
中
心
で
あ

る
北
浜
や
船
場
に
近
い
「
高
麗
橋
東
詰
」。

そ
れ
が
大
阪
市
の
反
対
に
遭
い
、
計
画
変
更

を
強
い
ら
れ
た
の
だ
。「
市
内
中
心
部
の
交

通
は
市
営
で
」
と
い
う
大
阪
市
の
い
わ
ゆ
る

「
市
営
モ
ン
ロ
ー
主
義
」
に
、
京
阪
は
じ
め

私
鉄
各
社
は
後
々
ま
で
泣
か
さ
れ
る
。

　

そ
れ
で
も
、
大
正
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け

て
京
阪
は
怒
涛
の
拡
大
路
線
を
歩
む
（
下
記

年
表
参
照
）。
現
在
の
阪
急
千
里
線
・
京
都

線
は
も
と
も
と
子
会
社
の
新
京
阪
鉄
道
が
買

収
・
建
設
し
た
も
の
だ
し
、
滋
賀
進
出
の
余

勢
を
駆
っ
て
一
時
は
名
古
屋
へ
の
延
伸
計
画

も
あ
っ
た
。「
大
津
の
膳
所
か
ら
三
重
県
を

経
て
名
古
屋
に
至
る
計
画
で
し
た
。
世
界
恐

慌
で
頓
挫
し
た
ん
で
す
が
…
」
と
中
野
さ
ん
。

アドバイザー
中野雅史さん
（京阪電車100周年担当）

１
９
０
６
年
（
明
治
39
）
に
設
立
さ
れ
た
「
京
阪

電
気
鉄
道
株
式
会
社
」
の
使
命
は
、
何
よ
り
大
阪

～
京
都
間
の
輸
送
力
強
化
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
淀
川
東
岸
を
走
る
本
線
に
加
え
、
さ

ら
に
淀
川
西
岸
線
を
構
想
。
既
に
一
部
路
線
を
持
っ
て
い
た
北
大
阪
電
気
鉄
道
を
買

収
す
る
と
、
新
会
社
の
新
京
阪
鉄
道
を
設
立
し
、
１
９
２
８
年
（
昭
和
３
）
に
天
神

【
鉄
路
拡
張
】

京

1
9
1
0
●
４
月
15
日
、
天
満
橋
～
五
条
間
で
運
転
開
始
（
❶
）

1
9
1
3
●
宇
治
線
（
中
書
島
～
宇
治
）
開
通

1
9
1
5
●
鴨
川
線
（
五
条
～
三
条
）
開
通

1
9
2
2
●
北
大
阪
電
気
鉄
道
（
現
・
阪
急
十
三
～
千
里
山
）
の
実
権
掌
握

１
９
２
５
●
京
津
電
気
軌
道
を
合
併
。
滋
賀
へ
進
出

1
9
2
8
●
名
古
屋
へ
の
延
伸
を
計
画
し
、
名
古
屋
急
行
電
鉄
と
し
て
免
許
出
願

1
9
3
1
●
関
西
最
初
の
地
下
線
開
通
（
西
院
～
大
宮
）

1
9
4
5
●
交
野
電
鉄
枚
方
線
を
譲
り
受
け
、
交
野
線
と
改
称

1
9
6
1
●
奈
良
電
鉄
（
現
・
近
鉄
京
都
線
）
争
奪
戦
決
着
、
近
鉄
へ

1
9
6
3
●
淀
屋
橋
延
長
線
（
淀
屋
橋
〜
天
満
橋
）
が
開
通
（
❷
）

1
9
8
9
●
鴨
東
線
（
三
条
～
出
町
柳
）
開
通

2
0
0
8
●
中
之
島
線
（
天
満
橋
～
中
之
島
）
開
業
（
❸
）

❶

❷

❸



 

京
阪
電
車
と
大
阪
の
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さ
ら
に
は
和
歌
山
や
奈
良
、
福
井
ま
で
に
ら

ん
だ
〝
大
鉄
道
時
代
〟
だ
っ
た
。

時
体
制
下
の
鉄
道
再
編
に
よ
り
京
阪

は
阪
急
と
合
併
、
一
時
は
「
京
阪
神

急
行
電
鉄
」
と
な
る
。
戦
後
に
再
び
分
離
す

る
際
、
先
述
の
新
京
阪
線
は
阪
急
の
線
路
に

な
っ
た
。
が
、
京
阪
は
〝
本
丸
〟
を
決
し
て

あ
き
ら
め
な
い
。
開
業
以
来
の
悲
願
で
あ
っ

た
大
阪
都
心
へ
の
乗
り
入
れ
で
あ
る
。

　

戦
後
復
興
や
高
度
成
長
期
の
通
勤
人
口
増

加
を
背
景
に
、
京
阪
は
市
と
粘
り
強
い
交
渉

を
続
け
た
。
上
本
町
４
丁
目
や
森
之
宮
へ
の

新
タ
ー
ミ
ナ
ル
設
置
案
を
蹴
ら
れ
た
末
に
浮

上
し
た
の
が
、
北
浜
を
通
っ
て
淀
屋
橋
に
至

る
案
。
い
わ
ば
開
業
時
の
夢
の
復
活
だ
っ
た
。

　

難
工
事
を
経
て
迎
え
た
淀
屋
橋
駅
の
竣
工

式
は
、
53
年
前
の
開
業
と
同
じ
４
月
15
日
。

ま
さ
に
第
二
の
創
業
と
い
う
べ
き
歴
史
的
な

日
と
な
っ
た
。
社
長
は
「
先

せ
ん
か
く
の
こ
こ
ろ
ざ
し
 

覚
志
茲、

成
 
こ
こ
に
な
る」

と

筆
を
ふ
る
い
（
現
在
、
天
満
橋
駅
ホ
ー
ム
に

掲
示
）、
社
内
報
に
は
『
京
阪
男
一
匹
』
な

る
歌
が
載
っ
た
。
あ
の
『
王
将
』
の
替
え
歌

だ
。「
ど
ん
な
犠
牲
を
払
っ
て
も
／
淀
屋
橋

ま
で
出
る
と
い
う
／
初
一
念
を
つ
ら
ぬ
い
た

／
う
ち
の
お
や
じ
の
心
意
気
」

　

こ
う
し
て
新
た
な
時
代
が
始
ま
っ
た
。

阪
の
沿
線
開
発
が
大
き
く
発
展
し
た

の
は
高
度
成
長
期
。
住
宅
、
商
業
施

設
、
遊
園
地
、
そ
れ
に
企
業
や
学
校
。
郊
外

へ
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が
花
開
い
て
い

　
　

大
阪
か
ら
京
都
、
滋
賀
ま
で
91
・
１
㎞
を
結
ぶ
京
阪
電
車
。

　
　

そ
の
歴
史
の
中
で
幾
多
の
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
、

沿
線
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が
育
ま
れ
て
き
た
。

主
に
大
阪
か
ら
見
た
京
阪
１
０
０
年
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

取
材・文
／
松
本　

創（
本
誌
）

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に
商
業
施
設
を
作
り
、
乗
客
を

誘
導
す
る
の
は
鉄
道
ビ
ジ
ネ
ス
の
常
道
。
京
阪

の
流
通
事
業
は
天
六
で
開
店
し
て
い
た
「
新
京
阪
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
の
流
れ
を
く
ん
で
、

天
満
橋
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
の
「
京
阪
デ
パ
ー
ト
」
は
日
用
品
や
雑
貨
・
衣
料
品
な

ど
を
扱
う
、
現
在
の
総
合
ス
ー
パ
ー
的
な
性
格
の
店
。
も
う
一
つ
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
京

橋
に
は
「
京
阪
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」。
日
本
で
初
め
て
ス
ー
パ
ー
を
名
乗
っ
た

店
だ
が
、
実
際
は
対
面
販
売
だ
っ
た
。
本
格
的
な
百
貨
店
は
守
口
車
庫
跡
地
に
オ
ー

プ
ン
し
た
「
京
阪
百
貨
店
」
を
皮
切
り
に
、
枚
方
や
樟
葉
へ
と
拡
大
。
80 

年
代
に
は

バ
ブ
ル
景
気
に
よ
る
消
費
拡
大
も
追
い
風
に
な
っ
た
か
、
高
架
下
商
店
街
の
「
エ
ル
」

も
沿
線
で
開
業
ラ
ッ
シ
ュ
。
や
は
り
天
満
橋
か
ら
始
ま
っ
た
ホ
テ
ル
事
業
は
近
年
に

な
っ
て
沿
線
外
へ
大
き
く
進
出
。
昨
年
に
は
札
幌
と
浅
草
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

【
駅
ビ
ジ
ネ
ス
】

1
9
2
1
●
天
満
橋
駅
前
に
「
天
満
橋
京
阪
食
堂
」
開
設

1
9
2
7
●
百
貨
店
「
新
京
阪
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
天
六
に
開
業

1
9
3
3
●
天
満
橋
に
「
京
阪
デ
パ
ー
ト
」
開
店
（
❻
）

1
9
5
2
●
京
橋
に
「
京
阪
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
開
業
（
❼
）

1
9
6
9
●
Ｏ
Ｍ
Ｍ
ビ
ル
竣
工

1
9
7
0
●
京
橋
に
「
京
阪
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
」
開
業

1
9
7
9
●「
ホ
テ
ル
京
阪
大
阪
」
が
天
満
橋
に
開
業

1
9
8
5
●
守
口
市
駅
前
に
本
格
百
貨
店
「
京
阪
百
貨
店
」
開
業
（
❽
）

1
9
8
6
●
高
架
下
店
舗
「
エ
ル
」
開
業
ラ
ッ
シ
ュ

1
9
9
7
●
コ
ン
ビ
ニ
１
号
店
「
ア
ン
ス
リ
ー
」
が
樟
葉
に
開
店

2
0
0
0
●「
け
い
は
ん
・
ジ
ュ
ー
サ
ー
バ
ー
」
が
淀
屋
橋
に
開
店

ゆ
っ
た
り
と
座
る
ロ
マ

ン
ス
カ
ー
。
旅
情
と
安

眠
を
誘
う
こ
の
車
両
は
京
阪
が
日
本
の
私
鉄
で
初
導
入
。
内
外
装
と
も
高
級
感
あ
ふ

れ
て
い
た
せ
い
か
、
初
期
の
写
真
で
は
、
山
高
帽
の
紳
士
や
口
紅
も
鮮
や
か
な
ご
婦

人
が
心
な
し
か
す
ま
し
顔
で
あ
る
。
京
阪
特
急
と
い
え
ば
誰
も
が
思
い
浮
か
べ
る
テ

レ
ビ
カ
ー
は
、
テ
レ
ビ
普
及
以
前
に
登
場
し
た
関
西
初
の
サ
ー
ビ
ス
。
ニ
ュ
ー
ス
や

野
球
中
継
で
〝
痛
勤
〟
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
癒
し
て
き
た
が
、
ケ
ー
タ
イ
視
聴
時
代

と
な
り
、
残
念
な
が
ら
２
０
１
１
年
度
中
の
廃
止
が
決
定
。
振
動
を
吸
収
す
る
空
気

バ
ネ
台
車
を
い
ち
早
く
採
用
す
る
な
ど
、
京
阪
の
車
両
は
乗
客
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

重
視
で
進
化
し
て
き
た
よ
う
だ
。

【
車
両
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
】

1
9
1
4
●
日
本
初
の
急
行
電
車
を
運
転
開
始

1
9
2
4
●
２
両
連
結
運
転
の
開
始

1
9
2
7
●
日
本
初
の
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
を
導
入
（
❹
）

1
9
3
8
●
流
線
型
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
登
場
、
３
両
連
結
運
転
開
始

1
9
5
4
●
関
西
初
の
テ
レ
ビ
カ
ー
登
場
（
❺
）

1
9
5
7
●
日
本
初
の
空
気
バ
ネ
台
車
取
付
車
両
導
入

1
9
9
5
●
ダ
ブ
ル
デ
ッ
カ
ー
車
登
場

戦京

❹

❺

❽

❼

❻



6

っ
た
。
詳
し
く
は
別
稿
に
譲
る
と
し
て
、
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
の
佐
野
眞
一
が

沿
線
文
化
の
一
端
に
触
れ
た
文
章
を
紹
介
し

て
お
き
た
い
。
１
９
５
７
年
（
昭
和
32
）、

千
林
に
出
店
し
た
ダ
イ
エ
ー
１
号
店
を
活
写

し
た
ル
ポ
か
ら
で
あ
る
。

　
〝
日
本
一
の
商
店
街
〟
と
も
呼
ば
れ
た

こ
の
街
は
、
陰
陽
道
で
い
け
ば
、
大
阪
の

中
心
の
大
阪
城
か
ら
見
て
東
北
す
な
わ
ち

丑
寅
の
方
角
に
当
た
り
、
万
事
に
忌
み
嫌

わ
れ
る
場
所
だ
っ
た
。
／
千
林
か
ら
京
都

寄
り
に
五
つ
先
に
行
っ
た
と
こ
ろ
に
、
門

真
市
と
い
う
駅
が
あ
る
。
門
真
市
は
い
う

ま
で
も
な
く
、
松
下
電
器
の
本
社
が
置
か

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
／
戦
後
高
度

経
済
成
長
の
二
大
シ
ン
ボ
ル
の
〝
消
費
〟

と
〝
家
電
〟
が
、
い
ず
れ
も
関
西
の
鬼
門

の
方
角
か
ら
誕
生
し
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

（『
新
忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
』
毎
日
新
聞
社

よ
り
）

　

大
阪
と
京
都
と
い
う
２
つ
の
古
い
都
市
を

結
び
な
が
ら
、
そ
の
沿
線
に
戦
後
日
本
を
代

表
す
る
企
業
が
集
ま
っ
た
よ
う
に
、
京
阪
文

化
は
因
習
や
慣
行
を
打
ち
破
る
パ
イ
オ
ニ
ア

精
神
を
静
か
に
涵
養
し
て
き
た
の
だ
、
と
み

る
の
は
強
引
に
過
ぎ
る
だ
ろ
う
か
。
大
阪
市

営
モ
ン
ロ
ー
主
義
や
「
鬼
門
」
を
克
服
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
日
本
初
・
関
西
初
の
技
術
や
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
さ
ら
に
は
鉄
道
空
白
地

帯
だ
っ
た
中
之
島
へ
果
敢
に
挑
ん
だ
そ
の
足

取
り
を
見
て
い
る
と
、
そ
う
思
わ
ず
に
い
ら

れ
な
い
。

1
9
4
7
●
香
里
園
で
不
動
産
事
業
開
始

1
9
5
6
●
御
殿
山
で
全
戸
テ
レ
ビ
付
き
住
宅
を
分
譲
（
❾
）

1
9
5
7
●
枚
方
公
園
で
全
戸
バ
ラ
園
付
き
住
宅
を
分
譲
（
❿
）

1
9
6
8
●
く
ず
は
ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
分
譲
開
始
（
⓫
）

1
9
7
4
●
び
わ
湖
ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
分
譲
開
始

1
9
7
7
●
初
の
マ
ン
シ
ョ
ン
「
ロ
ー
ズ
マ
ン
シ
ョ
ン
藤
の
森
」
分
譲

1
9
9
2
●
京
阪
東
ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
街
び
ら
き

終
戦
ま
も
な
く
香
里
園
で
売
り
出
し
た
住
宅
は
、
あ

っ
と
い
う
間
に
完
売
。
昭
和
30
年
代
に
入
る
と
、
沿

線
の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
と
連
携
し
た
「
テ
レ
ビ
付
き
住
宅
」、
枚
方
公
園
の
バ
ラ
園
に
ち

な
ん
だ
「
バ
ラ
園
付
き
住
宅
」
な
ど
も
登
場
し
た
。
大
規
模
な
宅
地
開
発
は
、
枚
方
と

八
幡
に
ま
た
が
る
５
５
０
０
戸
の
「
く
ず
は
ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
」
が
最
初
。
続
い
て
、
び

わ
湖
ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
（
大
津
）、
京
阪
御
蔵
山
（
宇
治
）、
京
阪
東
ロ
ー
ズ
タ
ウ
ン
（
京

田
辺
・
八
幡
）
な
ど
。
手
掛
け
た
宅
地
や
物
件
の
多
く
に
「
ロ
ー
ズ
」
の
名
が
付
く
の

は
、「
バ
ラ
色
の
暮
ら
し
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
。
最
近
は
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
も
展
開
中
。

【
住
宅
開
発
】

1
9
1
0
●
香
里
遊
園
地
を
建
設
し
、
菊
人
形
展
を
開
始

1
9
1
2
●
菊
人
形
展
の
会
場
が
枚
方
へ
、
ひ
ら
か
た
パ
ー
ク
の
原
点
と
な
る
（
⓬
）

1
9
2
9
●
琵
琶
湖
の
遊
覧
船
事
業
を
掌
握

1
9
5
5
●
枚
方
公
園
に
バ
ラ
園
完
成

1
9
5
7
●
樟
葉
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ゴ
ル
フ
・
コ
ー
ス
開
設

1
9
5
8
●
比
叡
山
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
開
通

1
9
6
0
●
ひ
ら
か
た
パ
ー
ク
に
モ
ン
キ
ー
ラ
ン
ド
開
設
、
年
中
開
園
に

1
9
6
4
●
京
都
タ
ワ
ー
竣
工

1
9
8
3
●
大
阪
水
上
バ
ス
「
ア
ク
ア
ラ
イ
ナ
ー
」
就
航
（
⓭
）

1
9
9
6
●
ひ
ら
か
た
パ
ー
ク
が
大
規
模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

京
阪
沿
線
の
レ
ジ
ャ
ー
史
は
、
ひ
ら
か

た
パ
ー
ク
と
と
も
に
あ
る
。
ル
ー
ツ
は

鉄
道
開
業
の
年
に
香
里
で
始
ま
っ
た
菊
人
形
展
。
現
在
、
香
里
園
の
地
名
に
「
園
」

の
字
が
付
く
の
は
、
京
阪
が
料
亭
や
茶
屋
を
誘
致
し
、
遊
園
地
と
し
て
整
備
し
た
名

残
だ
。
菊
人
形
展
は
３
年
目
か
ら
会
場
を
枚
方
へ
移
し
、
秋
の
名
物
行
事
と
な
る
が
、

そ
れ
以
外
の
集
客
を
狙
い
、
大
劇
場
や
コ
ー
ス
タ
ー
、
バ
ラ
園
に
モ
ン
キ
ー
ラ
ン
ド

と
拡
充
を
図
る
。
１
９
９
６
年
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は「
ひ
ら
パ
ー
」の
愛
称
が
定
着
。

電
鉄
系
遊
園
地
が
次
々
と
姿
を
消
す
中
で
、
今
も
気
を
吐
く
。
島
民
的
に
は
中
之
島

め
ぐ
り
の
ア
ク
ア
ラ
イ
ナ
ー
も
要
チ
ェ
ッ
ク
。
水
辺
つ
な
が
り
で
は
琵
琶
湖
の
遊
覧

船
事
業
も
お
家
芸
。
昭
和
初
期
に
い
ち
早
く
「
湖
上
制
覇
」
を
果
た
し
て
い
る
。

【
沿
線
レ
ジ
ャ
ー
】

1
9
3
3
●
月
刊
広
報
誌
「
京
阪
」
創
刊

1
9
3
9
●「
趣
味
の
京
阪
叢
書
」
刊
行
開
始
（
⓮
）

1
9
7
6
●「
く
ら
し
の
な
か
の
京
阪
」
創
刊

1
9
9
6
●「
ひ
ら
パ
ー
」
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開

2
0
0
0
●「
お
け
い
は
ん
」
登
場
（
⓯
）

写
真
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
随
筆
や
俳

句
投
稿
も
掲
載
し
た
広
報
誌
『
京
阪
』。

史
跡
案
内
を
専
門
家
が
執
筆
し
た
ガ
イ
ド
本
シ
リ
ー
ズ
『
趣
味
の
京
阪
叢
書
』。
い

ず
れ
も
戦
前
に
沿
線
文
化
を
掘
り
起
こ
し
、
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
た
出
版
物
だ
っ
た
。

広
告
の
大
ヒ
ッ
ト
と
い
え
ば
「
お
け
い
は
ん
」。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
設
定
し
、
物
語

的
に
展
開
す
る
イ
メ
ー
ジ
広
告
に
は
固
定
フ
ァ
ン
も
存
在
す
る
ほ
ど
。「
け
い
子
」

の
名
を
世
襲
す
る
メ
イ
ン
キ
ャ
ラ
の
名
字
は
、
淀
屋
、
京
橋
、
森
小
路
と
き
て
、
現

在
の
楠
葉
で
４
代
目
。
い
ず
れ
も
駅
名
な
ど
に
ち
な
む
。
こ
れ
以
前
に
は
、
ア
イ
ド

ル
や
有
名
女
優
を
起
用
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
展
開
。
今
を
と
き
め
く
蓮
舫
セ
ン
セ

イ
も
、
鴨
東
線
開
通
後
の
洛
北
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
１
９
９
１
年
）
に
登
場
し
て
い
た
。

【
イ
メ
ー
ジ
戦
略
】

⓯

⓭

⓬

❾

❿

⓫

⓮
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っ
た
。
詳
し
く
は
別
稿
に
譲
る
と
し
て
、
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
の
佐
野
眞
一
が

沿
線
文
化
の
一
端
に
触
れ
た
文
章
を
紹
介
し

て
お
き
た
い
。
１
９
５
７
年
（
昭
和
32
）、

千
林
に
出
店
し
た
ダ
イ
エ
ー
１
号
店
を
活
写

し
た
ル
ポ
か
ら
で
あ
る
。

　
〝
日
本
一
の
商
店
街
〟
と
も
呼
ば
れ
た

こ
の
街
は
、
陰
陽
道
で
い
け
ば
、
大
阪
の

中
心
の
大
阪
城
か
ら
見
て
東
北
す
な
わ
ち

丑
寅
の
方
角
に
当
た
り
、
万
事
に
忌
み
嫌

わ
れ
る
場
所
だ
っ
た
。
／
千
林
か
ら
京
都

寄
り
に
五
つ
先
に
行
っ
た
と
こ
ろ
に
、
門

真
市
と
い
う
駅
が
あ
る
。
門
真
市
は
い
う

ま
で
も
な
く
、
松
下
電
器
の
本
社
が
置
か

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
／
戦
後
高
度

経
済
成
長
の
二
大
シ
ン
ボ
ル
の
〝
消
費
〟

と
〝
家
電
〟
が
、
い
ず
れ
も
関
西
の
鬼
門

の
方
角
か
ら
誕
生
し
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

（『
新
忘
れ
ら
れ
た
日
本
人
』
毎
日
新
聞
社

よ
り
）

　

大
阪
と
京
都
と
い
う
２
つ
の
古
い
都
市
を

結
び
な
が
ら
、
そ
の
沿
線
に
戦
後
日
本
を
代

表
す
る
企
業
が
集
ま
っ
た
よ
う
に
、
京
阪
文

化
は
因
習
や
慣
行
を
打
ち
破
る
パ
イ
オ
ニ
ア

精
神
を
静
か
に
涵
養
し
て
き
た
の
だ
、
と
み

る
の
は
強
引
に
過
ぎ
る
だ
ろ
う
か
。
大
阪
市

営
モ
ン
ロ
ー
主
義
や
「
鬼
門
」
を
克
服
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
日
本
初
・
関
西
初
の
技
術
や
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
さ
ら
に
は
鉄
道
空
白
地

帯
だ
っ
た
中
之
島
へ
果
敢
に
挑
ん
だ
そ
の
足

取
り
を
見
て
い
る
と
、
そ
う
思
わ
ず
に
い
ら

れ
な
い
。

　

関
西
に
私
鉄
が
勃
興
し
た
時
代
、
鉄
道
の

役
割
と
し
て
は
主
に
２
つ
が
想
定
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
大
都
市
を
結
び
人
の
流
れ
を
作
る

こ
と
、
社
寺
参
拝
や
観
光
の
客
を
運
ぶ
こ
と

で
す
。
京
都
・
大
阪
の
二
大
都
市
間
に
開
通

し
た
京
阪
は
、
伏
見
か
ら
八
軒
家
浜
と
い
う

舟
運
の
大
動
脈
に
沿
っ
て
走
り
、
途
中
に
は

伏
見
稲
荷
大
社
や
石
清
水
八
幡
宮
の
よ
う
に

大
き
な
神
社
も
あ
っ
た
。
好
条
件
の
揃
っ
た

「
え
え
会
社
」
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

　

し
か
し
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
た
が
ゆ
え
に
、

沿
線
に
大
規
模
な
宅
地
を
拓
い
た
り
、
終
点

に
集
客
施
設
を
作
っ
て
乗
客
を
運
ぶ
と
い
っ

た
開
発
事
業
に
や
や
出
遅
れ
た
感
は
否
め
ま

せ
ん
。
同
じ
年
に
開
業
し
た
阪
急
は
、
何
も

な
い
田
園
地
帯
を
郊
外
へ
向
か
う
路
線
だ
っ

た
た
め
、
早
く
か
ら
沿
線
に
住
宅
を
建
て
、

月
賦
販
売
を
始
め
ま
す
。
鉄
道
を
通
す
こ
と

で
土
地
の
価
値
を
上
げ
る
、
沿
線
に
人
を
住

ま
わ
せ
安
定
的
に
乗
客
を
確
保
す
る
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
に
百
貨
店
や
遊
園
地
を
作
り
沿
線
イ

メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
る
…
と
い
う
私
鉄
経
営

の
モ
デ
ル
が
で
き
て
い
く
ん
で
す
ね
。

　

京
阪
沿
線
が
本
格
的
に
発
展
す
る
の
は
戦

後
の
こ
と
で
す
。
門
真
に
は
戦
前
に
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
、
守
口
に
は
戦
後
す
ぐ
三
洋
電
機
が

で
き
、
関
連
の
工
場
群
も
含
め
て
一
帯
は
一

大
生
産
拠
点
と
な
っ
た
。
一
方
で
、
香
里
園

や
枚
方
公
園
、
樟
葉
あ
た
り
は
良
好
な
住
宅

地
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
く
。
高
度
成
長
で

大
阪
の
人
口
が
爆
発
的
に
増
え
、
職
場
も
家

も
郊
外
へ
と
広
が
っ
て
い
く
時
に
、
京
阪
は

重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
京
阪
に
と
っ
て
も
大
阪
の
街
に

と
っ
て
も
大
き
か
っ
た
の
は
淀
屋
橋
へ
の
延

伸
。
こ
れ
が
実
現
し
た
お
か
げ
で
、
南
北
交

通
偏
重
の
大
阪
市
内
に
東
西
軸
が
で
き
、
し

か
も
そ
れ
が
郊
外
と
直
結
さ
れ
ま
し
た
。
大

阪
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
は
古
く
は
堺
筋
、

昭
和
以
降
は
御
堂
筋
で
す
が
、
も
し
京
阪
が

谷
町
筋
の
天
満
橋
で
留
ま
っ
て
い
た
ら
、
郊

外
か
ら
来
た
大
量
の
乗
客
を
せ
き
止
め
て
し

ま
っ
た
で
し
ょ
う
。
ビ
ジ
ネ
ス
街
の
北
浜
も
、

今
と
は
ず
い
ぶ
ん
違
う
寂
し
い
姿
に
な
っ
て

い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

中
之
島
線
は
、
そ
の
東
西
軸
を
さ
ら
に
延

長
さ
せ
た
路
線
で
し
ょ
う
が
、
人
の
流
れ
を

作
る
と
い
う
点
で
は
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
。

せ
っ
か
く
新
し
い
都
市
の
ス
ト
ッ
ク
を
作
っ

た
わ
け
で
す
か
ら
、
ど
う
活
用
す
る
か
知
恵

を
絞
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に

既
存
の
路
線
と
重
な
っ
て
い
な
い
渡
辺
橋
や

中
之
島
が
大
事
で
す
。
た
と
え
ば
、
な
に
わ

橋
の
「
ア
ー
ト
エ
リ
ア
Ｂ
１
」
で
開
か
れ
て

い
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
中
之
島
の
駅
で
や

っ
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
と
、
こ
れ
は
京
阪
だ
け
に
関
わ
る
話

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
中
之
島
の
開
発
計
画

は
巨
大
な
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
タ
ワ
ー
マ
ン
シ

定
期
券
の
通
勤
通
学
客
が
減
っ
て
い
く
中
で
、

今
後
は
観
光
や
買
い
物
、
あ
る
い
は
通
院
や

友
達
と
会
う
と
い
っ
た
「
昼
間
利
用
」
か
つ

「
自
由
目
的
」
の
乗
客
を
つ
か
む
必
要
が
あ

る
。
そ
れ
に
は
、
会
社
や
路
線
を
越
え
た
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
が
カ
ギ
に
な
り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
乗
り
継
ぎ
の
た
び
に
発
生
す

る
初
乗
り
運
賃
を
割
り
引
く
乗
り
継
ぎ
運
賃

制
度
、
一
定
の
ゾ
ー
ン
内
で
は
運
賃
を
均
一

に
す
る
ゾ
ー
ン
運
賃
制
度
と
い
っ
た
会
社
間

で
の
料
金
体
系
の
共
通
化
。
ダ
イ
ヤ
や
乗
り

継
ぎ
の
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
。
鉄
道
間

ば
か
り
で
な
く
、
鉄
道
と
バ
ス
、
あ
る
い
は

自
転
車
に
し
て
も
同
様
で
す
。

　

京
都
市
は
今
、「
歩
く
ま
ち
京
都
」
を
打

ち
出
し
て
い
ま
す
し
、
京
阪
三
条
駅
付
近
で

は
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
社
会
実
験
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
取
り
組
み
と
の
連

携
が
、
と
て
も
大
切
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
ね
。

ョ
ン
ば
か
り
が
目
立
ち
ま
す
。
人
が
歩
け
る

サ
イ
ズ
の
街
に
な
ら
な
い
と
鉄
道
に
は
厳
し

い
で
し
ょ
う
ね
。
電
車
の
お
客
さ
ん
は
基
本

的
に
「
歩
く
人
」
な
わ
け
で
す
か
ら
。

　

少
子
高
齢
化
や
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が

進
み
、
鉄
道
は
ど
こ
も
厳
し
い
環
境
で
す
。

京
阪
カ
ラ
ー
の

現
在
・過
去
・未
来

京
阪
の
沿
線
カ
ラ
ー
は
ど
う
成
立
し
て
き
た
の
か
。

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
方
向
を
目
指
す
べ
き
か
。京
阪
神
の
公
共
交
通
や

ま
ち
づ
く
り
事
情
に
詳
し
い
土
井
勉
先
生
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

取
材・構
成
／
松
本
創（
本
誌
）

土
井 
勉 
神
戸
国
際
大
学
教
授

ど
い
・
つ
と
む　

京
都
市
役
所
、
阪
急
電
鉄
勤
務
を
経
て

現
職
。「
転
職
で
京
阪
神
を
制
覇
し
ま
し
た
」
と
笑
う
。
専

門
は
、
公
共
交
通
を
軸
に
し
た
都
市
政
策
論
。
京
都
市
を

は
じ
め
、
各
地
の
自
治
体
や
交
通
機
関
で
審
議
委
員
や
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
務
め
て
い
る
。

「
東
西
軸
」活
用
の
知
恵
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
せ
よ
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昨
年
、
中
之
島
を
中
心
に
行
わ

れ
、１
９
０
万
人
を
動
員
し
た「
水

都
大
阪
２
０
０
９
」。
そ
の
成
功

を
受
け
て
、
今
年
も
「
リ
バ
リ
バ

大
阪
２
０
１
０
」（
正
式
名
称
「
水

都
に
ぎ
わ
い
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
１
０ 

Ｒ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
！
リ
バ

ー
！
り
ば
ー
！
」）が
開
催
さ
れ
る
。

　
１０
月
１
日
（
金
）
〜
３
日
（
日
）

ま
で
開
催
さ
れ
る
「
水
辺
の
学
校

を
楽
し
も
う
」
で
は
、
エ
コ
・
自

然
・
大
阪
の
食
な
ど
を
テ
ー
マ
に

著
名
人
を
招
い
た
参
加
型
イ
ベ
ン

ト
を
展
開
。
ま
た
同
じ
期
間
に
開

催
さ
れ
る
「
水
楽
ス
テ
ー
ジ
」
は
、

水
辺
を
楽
し
む
た
め
の
コ
ン
サ
ー

ト
が
ス
テ
ー
ジ
上
で
開
か
れ
る
。

１０
月

３０
日
（
土
）
に
行
わ
れ
る

「
み
ず
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
０
」
は
、

城
北
・
淀
川
河
川
公
園
か
ら
中
之

島
ま
で
を
あ
る
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ベ
ン
ト
で
、
水
辺
の
自
然
に
ふ
れ

な
が
ら
健
康
作
り
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
元
野
球
選

手
の
野
茂
英
雄
さ
ん
、
赤
星
憲
広

さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
＆

野
球
教
室
な
ど
も
行
わ
れ
る
。
イ

ベ
ン
ト
情
報
の
詳
細
は
水
都
大
阪

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。 http://

www.osaka-info.jp/suito/index.
html

（
大
迫 

力
・
本
誌
）

ト
ウ
ミ
ン
月
報

２０１０年９月１日発行

　

大
阪
歴
史
博
物
館
と
大
阪
市
建

設
局
が
開
催
す
る
「
大
阪
の
橋
を

巡
る
冒
険
２
０
１
０
」
は
、
大
阪

に
あ
る
た
く
さ
ん
の
橋
を
見
て
、

聞
い
て
、
感
じ
る
イ
ベ
ン
ト
だ
。

　

大
阪
歴
史
博
物
館
１
階
の
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
る

パ
ネ
ル
展
「
大
阪
の
橋
」
で
は
、

橋
の
変
遷
や
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
つ

い
て
わ
か
り
や
す
く
紹
介
。
ま
た
、

親
子
見
学
ツ
ア
ー
「
歴
博
〜

八
軒
家 

専
門
家
と
巡
る
大

阪
の
橋
」
で
は
、
大
阪
歴
史

博
物
館
や
太
閤
下
水
を
見
学

し
た
後
、
船
に
乗
っ
て
大
阪

の
街
を
周
遊
。
専
門
家
の
解

説
を
聞
き
な
が
ら
、
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
を
楽
し
め
る
。

　

さ
ら
に
９
月
２３
日
（
祝
）

に
行
わ
れ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
大
阪
の
橋
、
近
世
か
ら
現

代
ま
で
。
そ
し
て
未
来
」
で

は
、
歴
史
、
技
術
、
街
づ
く
り
の

立
場
か
ら
３
人
の
パ
ネ
ラ
ー
が
登

壇
し
、
橋
ト
ー
ク
が
繰
り
広
げ
ら

れ
る
。（
大
迫 

力
・
本
誌
）

　

大
阪
を
中
心
に
、
関
西
の
優
れ

た
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
を
集
め

る
イ
ベ
ン
ト
「DESIGN

優
品
関

西
」
が
、［
中
之
島
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
］

で
開
催
さ
れ
る
。
こ
れ
は
財
団
法

人
大
阪
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
と
大

阪
府
産
業
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
が

共
催
し
て
行
わ
れ
る
も
の
。
関
西

圏
か
ら
広
く
公
募
さ
れ
た
中
か
ら

選
り
す
ぐ
ら
れ
た
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ

ン
が
、
展
示
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
場
で
購
入
し
た
り
、
予
約
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

今
回
集
ま
る
の
は
、
包
丁
や
和

紙
照
明
な
ど
の
和
の
ア
イ
テ
ム
や
、

文
房
具
、
木
の
小
物
な
ど
１２
社
約

５０
品
目
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
中
小
企

業
が
自
社
ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
、

生
活
者
向
け
に
販
売
し
て
い
る
日

用
雑
貨
。
ま
た
家
具
作
家
・
職
人

の
こ
だ
わ
り
商
品
な
ど
、
私
た
ち

に
身
近
な
も
の
ば
か

り
だ
。
こ
れ
ま
で
発
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入
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DESIGN優品関西
日時／９月３日（金）～４日（土）
　　　10:00AM～8:00PM
会場／中之島BANKS　
　　　EAST棟 ２F－C
　　　（京阪電車中之島駅直結）
入場無料
問い合わせ／
大阪府産業デザインセンター
☎06-6949-4791
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選
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デ
ザ
イ
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が
集
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!日時：9/7（火）～ 9/20（月） 10:30AM～8:00PM ※9/13（月）は、休館日です　

会場：サントリーミュージアム［天保山］2階ロビー



アートストリームは、平成15年にスタートした、関西最大級の若手アーティストの展覧会＆アートマーケットであり、大阪の若手ア
ーティストやクリエイターを発掘し、作品発表の場や出版社・美術関係者とのビジネスマッチングの場を提供してきました。今回、
10回目を記念し、これまでにアワードを受賞した方から10名を選抜し、「ピックアップアーティスト10人展」を開催いたします。

（財）大阪21世紀協会 事業活動に関するお知らせ

ピックアップアーティスト10人展 inサントリーミュージアム［天保山］

日時：9/7（火）～ 9/20（月） 10:30AM～8:00PM ※9/13（月）は、休館日です　

会場：サントリーミュージアム［天保山］2階ロビー

PICKUP ARTIST EXHIBITION in SUNTORY MUSEUM 

アーティスト交流会　9/17（金） 7:00PM～　
会場：サントリーミュージアム［天保山］９階スカイラウンジ
トークショー：おかけんた（現代アートコレクター）＋アートストリーム参加アーティスト
ライブ：月の音楽隊
参加ご希望の方は、「アートストリーム2010交流会参加希望」の件名で氏名、携帯電話
番号、携帯メールアドレス、参加人数を明記してメールで下記事務局にお申し込みください。
先着100名様をご招待。ドリンク付き。招待通知（入場証）は携帯アドレスにメール返信さ
せていただきます。アートストリーム事務局  ☎06-6341-8865  E-MAIL.artstream@n-a.jp

舟田潤子　
2004年アートストリームアワード

（大阪21世紀協会賞）受賞

トヨクラタケル　
2003年アートストリームアワード

（10W Gallery賞）受賞
2008年アートストリームアワード

（大阪21世紀協会賞）受賞

中川貴雄　
2005年アートストリームアワード

（大阪21世紀協会賞）受賞

TALA　
2008年アートストリームアワード

（サントリーミュージアム賞）受賞

H@L　
2006年アートストリームアワード

（大阪21世紀協会賞、FM802賞）受賞

鮫島ゆい　
2008年アートストリームアワード

（ヴィジョントラック賞）受賞

ヒラノトシユキ　
2007年アートストリームアワード

（大阪21世紀協会賞、
ヴィジョントラック賞）受賞

窓　
2009年アートストリームアワード

（大阪21世紀協会賞）受賞

原 康浩　
2007年アートストリームアワード

（ホルペイン賞）受賞

ミロコマチコ
2009年アートストリームアワード

（サントリーミュージアム賞、
ヴィジョントラック賞）受賞

主催：アートストリーム実行委員会（財団法人大阪21世紀協会、サントリーミュージアム［天保山］、大阪芸術大学、大阪府、大阪市）
後援：社団法人関西経済連合会、大阪商工会議所
企画制作：株式会社ナゲット
問合せ：財団法人大阪21世紀協会　☎06-6942-2004　FAX.06-6942-5945　http://www.osaka21.or.jp

9/19（日）・9/20（月） ●出展アーティスト在館　●サントリーミュージアムチャリティーバザール開催 

入場
無料



　豊臣秀吉の大阪城築城に、蔵屋敷が並
んだ「天下の台所」…大阪の歴史につい
て知っているのはこのくらい、という人
は多いはず。しかし、今までナカノシマ
大学でも取り上げてきたように、これは
大阪のほんのわずかな側面を見ているに
過ぎない。そこで、ナカノシマ大学が新
たにスタートさせるプロジェクトが、「大
阪の歴史をやり直す」である。
　あの鷲田清一氏や内田樹氏をして、「知
らないことはない！」と言わしめる釈徹
宗先生を聞き役に、毎回さまざまなジャ
ンルの専門家をゲストに迎えて、大阪の
知られざる歴史を解き明かしていく。第
1回目のテーマは、街の学びの場を創り
出してきたナカノシマ大学の1周年を祝
うにふさわしく、江戸時代の学問所「懐
徳堂」。個性的な学者たちが集った時代
を、釈先生は「まるで奇跡のよう」と評
する。懐徳堂が生んだスーパースターた
ちを中心に、まずは学問の街・大阪の様
子を明らかにするところから、やり直し
を始めよう。

ナカノシマ大学
NAKANOSHIMA UNIVERSITY

2010年

10月講座

お名前・ご住所・電話番号を明記の上、下記までハガキ、ファックス、もしく
はＨＰ内の応募フォームからお申し込みください。ハガキ、ファックスについ
ては、複数名でご参加希望の場合は、人数分の必要事項を明記してください。
ハガキ、ファックスでお申し込みの方は、講座名を必ずお書き添え下さい。

〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
「ナカノシマ大学10月講座」受付係　FAX.06-4799-1341

※先着順で受付を確認し次第、順次、受講票をお送りします。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。

懐徳堂スーパースター列伝！
聞き手／釈 徹宗　ゲスト／湯浅邦弘
日時／10月29日（金）7:00PM 〜（開場6:30PM 〜）
会場／大阪大学中之島センター
定員／150名
入場料／1,500円
主催／ナカノシマ大学事務局
協力／大阪21世紀協会　大阪大学

募
集
要
項

ナカノシマ大学の最新情報は http://www.nakanoshima-univ.com

21世紀の
懐徳堂

プロジェクト

お問い合わせ106-4799-1340
（ナカノシマ大学事務局） 

おなじみ釈徹宗先生と一緒に、
大阪の歴史をやり直そう。

連続講座「大阪の歴史をやり直す」

❶街場の学問  懐徳堂スーパースター列伝！
聞き手／釈 徹宗（浄土真宗本願寺派住職）  ゲスト／湯浅邦弘（大阪大学大学院文学研究科教授）

懐徳堂とは？
享保９年（１７２４）に大坂の有力町人たち
が出資して設立した、町人のための教育機関。
朱子学を中心とした学問や教育が行われたよ
うだが、その実態はかなり自由で気楽な雰囲
気だったらしい。

今回のやり直しサポーター
湯浅邦弘さん

10

第1回目
は、

江戸時
代の

天才町
人学者

の

正体に
迫りま

す！

祝1周年　新シリーズスタート!!

1957年生まれ。2000年4
月から大阪大学大学院文
学研究科教授。専門は中
国哲学、そして懐徳堂の
研究。古代中国の処世訓
の解説書『菜根譚』（中公
新書）のほか、懐徳堂に
まつわる著書も多い。
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武に捨てられた大阪、大阪の人は
奈良に足を向けて寝られない…プ

ロジェクターに映し出されたショッキン
グな文字と、斬新な切り口からの解説に、
会場にどよめきと笑いが起こる。発言の
主は本誌第23号に登場していただいた、
日本古代史のエキスパート・千田稔先生。
大阪城を眼前にしての大胆不敵な冒頭の
言葉だったが、まるで1000年以上前の
大阪と奈良を、実際に見てきたかのよう
な講義が進むにつれ、だんだんとその理
由が明かされていった。
　日本書紀をはじめとする文献資料や地
理学の成果を手がかりに、奈良と大阪の

知られざる関係性が明らかになっていく。
千田先生によると、古くから主要な交通
路として栄えた瀬戸内海の東端に位置す
る大阪には、難

な に わ づ

波津・難
な に わ み つ

波御津など時代
ごとに様々な名で呼ばれる港があった。
飛鳥〜白鳳〜奈良時代にかけて、都は奈
良にあるものの、海外の国と付き合うに
は当然港が必要で、自然と大阪は栄えた。
だから「奈良の都がなければ今日の大阪
はあり得ない」というわけだ。

は「聖武に捨てられた大阪」とは
どういうことなのだろう？　聖武

天皇は724年に平城京にて即位した。け
れども「このまま平城京にいては、藤原
氏のあやつり人形になるのでこの場所を
離れたい」と、天然痘の流行による藤原
氏の勢力低下を見計らい、未だ建設途中

であった恭仁京へ遷都を試みる。しかし
藤原氏の妨害もあり、恭仁京建設は難航。
聖武天皇はとうとう大阪、つまり難波京
へと遷都することを決意したのだ。だが、
ついに大阪が都になろうという前日、仏
教に篤い信仰心を抱く聖武天皇は、「や
はり建立途上の大仏の近くにいたい」と
心変わりし、結局、紫香楽宮へ行幸して
しまう。
　歴史に関して「たら・れば」はご法度
だが、「ここで聖武が難波京を選んでい
れば、今の大阪のありようも大きく変わ
っていただろう」というのが千田先生の
所見。古代の大阪と奈良、港と都、天皇
と藤原氏の関係から、奈良に育てられた
という視点を持てば、いつもの大阪も違
って見えてくるはずだ。

聖

で

 「奈良から見た大阪
～平城京と難波京～」
@追手門学院大阪城スクエア　講師／千田 稔

７月29日（火）

ナカノシマ大学でもおなじみ、釈徹宗先生も来場。「奈良の北部はロゴス（言葉・理性）、南部はパトス（感
情・情念）といった風土の違いがあるように思う」とのご指摘も。手前は追手門学院大学の落合正行学長。

高



「実践！タピエ流『目憶力』イタリアの旅」玉井恵里子（インテリアデザイナー） 受講料：1,500円　会場A金10 7:30ＰＭ～
9:00ＰＭ

A
B
C
D
E
F
G

common cafe　☎06-6371-1800　http://www.talkin-about.com/cafe/
OOO（オーー）　☎06-6362-5150　http://www.outofoffice.jp/
中崎町サロン文化大学　http://nakazakicho-u.blogspot.com/
フレイムハウス　☎06-6226-0107　misalele39@gmail.com　http://www.katana.cx/~fureimu/ 
タピエスタイル　☎06-4963-7450　http://www5f.biglobe.ne.jp/~tapie/
欧風食堂 ミリバール　☎06-6531-7811　http://www.artniks.jp/millibar/
鳥かごキッチン ☎06-6531-7827　ippuku-popo@rio.odn.ne.jp

12

会場／アートエリアＢ１
参加費／すべて無料
開場／それぞれ開始30分前から

問い合わせ／［カフェの内容について］大阪大学コミュニケーションデザイン・センター(CSCD)　TEL 06-6850-6632
［場所などについて］アートエリアB1　TEL 06-6226-4006　※内容は予告なく変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。
※申し込みは不要ですが、当日先着順とさせていただきます（入退場自由）。※お客さま参加型のプログラムです。

大阪カルチャークラスター!!
大阪カルチャークラスター!!（ＯＣＣ!!）では、大阪にあるカフェやギャラリーなどで
独自に企画・運営を行っている講座・ワークショップを一堂に集め、紹介していきます。

21世紀の懐徳堂プロジェクト 9月の時間割
ナカノシマ大学ほか、
中之島周辺の「学びの場」の時間割をご紹介。

シアターカフェ「舞台芸術の行方#6」 定員30名7:00ＰＭ～
9:00ＰＭ

金3
中之島哲学コレージュ／哲学カフェ「身の周りのもののデザイン」 定員50名7:00ＰＭ～

9:00ＰＭ
水8

鉄道カフェ「鉄カフェをみんなで考える17」 定員30名7:00ＰＭ～
9:00ＰＭ

水15
お遍路カフェ「阪大授業でお遍路？菅さんもはまったお遍路の魅力とコミュニケーション機能」 定員30名7:00ＰＭ～

9:00ＰＭ
金24

中之島哲学コレージュ／セミナー「TO PEG OR NOT TO PEG？」 定員50名7:00ＰＭ～
9:00ＰＭ

水29

レクチャー&対話プログラム「ラボカフェ」
読書・哲学・鉄道など、毎月リアルタイムなテーマでカフェ風ワークショップを行っている、
京阪電車中之島線なにわ橋駅地下1階の[アートエリアB1]。9月のラインナップはこんな感じ。

「土曜の朝ヨガ」宮里祥子 参加費：2,500円（特製ヨガランチ付） 会場Ｇ

土11

10:30ＡＭ～
00:00ＰＭ

「スワンのコラージュブローチ」annas／かわばたあんな（刺繍作家） 参加費：4,200円　定員:5名　会場Ｅ1:00ＰＭ～
4:00ＰＭ

「奥村昭夫デザインワークショップ」奥村昭夫（グラフィックデザイナー） 受講料：3,800円　会場B
5:00ＰＭ～
7:00ＰＭ　

終了後交流会あり

ポーポー屋料理教室「オキナワ式健康食生活！」中東ゆうこ（ポーポー屋店主） 参加費：3,800円　会場Ｇ日12 11:00ＡＭ～
2:00ＰＭ

「楽しむ紅茶」納多寿惠子（ティーライフコーディネイター） 受講料：2,000円（紅茶、お菓子付） 会場D火14 7:00ＰＭ～
8:30ＰＭ

「宝塚・百合珈琲教室・上級編『焙煎』」百合千佳（百合珈琲店主） 参加費：2,000円　会場Ｇ水15 2:30ＰＭ～
4:00ＰＭ

「トリ・スクール『近代と日本』」岡山 拓（美術家） 受講料：2,500円（1ドリンク付） 会場F日19
10:15ＡＭ～

1:15ＰＭ
2:00ＰＭ～
5:00ＰＭ

「マクロビオティックサロン」豊村恵子(料理研究家） 受講料：2,000円（料理費込） 定員：10名　会場C

土25

11:00ＡＭ～
00:30ＰＭ

「パッケージデザインの秘密を探るおはなし」三原美奈子(パッケージデザイナー） 受講料：1,200円　会場C
2:00ＰＭ～
3:30ＰＭ

「健康講座～自分のカラダを自分で治す」合田光男（国際東洋医療専任講師） 受講料：2,000円　会場D
1:00ＰＭ～
3:00ＰＭ

「石原正一のヨミすぎ！～古今東西名作朗読会～」石原正一（役者・作演出家） 受講料：1,500円　会場A火28 7:30ＰＭ～
9:00ＰＭ



大阪大学21世紀懐徳堂

「個別化医療に向けた医薬品の適正使用」宇野公之（大学院薬学研究科教授）6:30ＰＭ～
8:00ＰＭ

金17

会場／大阪大学中之島センター　受講料・申込方法など詳細は、大阪大学21世紀懐徳堂☎06-6850-6443にお問い合わせください。http://21c-kaitokudo.osaka-u.
ac.jp/nakanoshimakoza_h22でもご覧いただけます。

●第42回大阪大学中之島講座「いまを読み解く―医療・都市―」  ９〜12月に全14講座を開講。９月は下記3講座です。

13

「iPS細胞の医療応用、特に創薬分野への応用について」水口裕之（大学院薬学研究科教授）6:30ＰＭ～
8:00ＰＭ

水22
「病気の予防と早期発見のための画像医学」畑澤順（大学院医学系研究科教授）6:30ＰＭ～

8:00ＰＭ
金24

「“からだ”と“あたま”の鍛え方～よりアクティブで質の高いライフスタイルを目指して～」
七五三木聡（大学院医学系研究科准教授） 受講料:3,150円（全2回）

10:30ＡＭ～
00:00ＰＭ

土11・18

会場／大阪大学中之島センター　申し込み・問い合わせ／朝日カルチャーセンター（中之島）☎06-6222-5224　http://www.asahi-culture.co.jp/index.html

●Handai-Asahi中之島塾  大阪大学が朝日カルチャーセンターと共催しているセミナーです。

「おもしろ日本語学～ことばと世相～」小矢野哲夫（大学院言語文化研究科教授 受講料:1,575円1:30ＰＭ～
3:00ＰＭ

金17

10/5 「ドクター石蔵の男のええ加減料理講座」石蔵文信（大学院医学系研究科准教授）6:30ＰＭ～
9:00ＰＭ

火

会場／大阪ガスクッキングスクール千里　受講料／1,500円　
申し込み・問い合わせ／大阪ガスクッキングスクール千里☎06-6871-8561　http://www.og-cookingschool.com/

●大阪大学×大阪ガス アカデミクッキング  大阪大学21世紀懐徳堂と大阪ガスクッキングスクール共催の講座です。
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生
の
秋
、

強
烈
な
体
験
を
し
た
。
巨
大
な
サ
メ
を
担
い
で
歩
く
漁

師
を
描
い
た
「
海
の
幸
」
で
有
名
な
画
家
、
青
木
繁
と

の
出
会
い
で
あ
る
。

　

場
所
は
釧
路
。
そ
の
と
き
私
は
、
基
礎
医
学
の
実
習

を
サ
ボ
っ
て
、
３
週
間
の
北
海
道
ミ
ニ
放
浪
に
出
て
い

た
。
夜
、
居
酒
屋
に
入
る
と
、
テ
レ
ビ
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特

集
の
予
告
を
し
て
い
た
。
青
木
繁
を
紹
介
す
る
番
組
で
、

青
木
に
扮
し
た
米
倉
斉
加
年
が
、
浜
辺
で
焼
い
た
船
釘

を
つ
か
み
、
雄
叫
び
を
あ
げ
な
が
ら
戸
板
に
焼
き
絵
を

描
い
て
い
る
場
面
だ
っ
た
。
横
で
愛
人
ら
し
い
女
性
が
、

そ
れ
を
不
安
げ
に
見
つ
め
て
い
る
。

　

こ
の
予
告
に
、
私
は
雷
に
打
た
れ
た
よ
う
な
衝
撃
を

受
け
、
す
ぐ
さ
ま
泊
ま
っ
て
い
た
安
ホ
テ
ル
に
も
ど
っ

て
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
画
面
に
か
じ
り
つ
い
た
。

　

番
組
に
描
か
れ
て
い
た
青
木
繁
の
生
涯
は
、
ま
さ
に

衝
撃
的
だ
っ
た
。
自
ら
の
天
才
を
信
じ
、
愛
人
に
子
ど

も
を
産
ま
せ
、
歴
史
に
残
る
傑
作
を
描
き
な
が
ら
、
自

ら
は
破
滅
の
道
を
突
き
進
む
。
そ
し
て
最
期
は
、
不
遇

の
う
ち
に
、
孤
独
と
失
意
に
ま
み
れ
て
、
28
年
と
い
う

短
い
生
涯
を
閉
じ
た
。
ま
さ
に
当
時
の
私
が
ア
コ
ガ
レ

て
い
た
破
滅
的
天
才
の
生
涯
だ
っ
た
。

　

番
組
で
特
に
気
に
入
っ
た
の
は
、
愛
人
・
福
田
た
ね

に
対
す
る
青
木
の
「
暴
君
」
の
よ
う
な
振
る
舞
い
だ
。

自
分
の
芸
術
を
理
解
す
る
よ
う
に
迫
り
、
妊
娠
し
た
彼

女
の
不
安
を
よ
そ
に
、
ひ
た
す
ら
創
作
に
没
頭
す
る
。

予
告
編
で
流
れ
た
焼
き
絵
の
シ
ー
ン
は
、
ま
さ
に
こ
の

青
木
の
強
烈
な
情
熱
を
表
し
て
い
た
の
だ
。

　

青
木
と
た
ね
の
関
係
は
、
私
に
は
理
想
の
男
女
関
係

の
よ
う
に
思
え
た
。
男
は
志
に
す
べ
て
を
捧
げ
、
身
勝

手
の
か
ぎ
り
を
尽
く
し
、
女
に
あ
り
っ
た
け
の
熱
情
を

注
ぐ
。
女
は
不
安
に
お
の
の
き
な
が
ら
、
そ
れ
を
受
け

止
め
る
。
今
か
ら
思
え
ば
、
な
ん
と
も
子
ど
も
っ
ぽ
い

発
想
だ
が
、
私
は
そ
こ
に
一
抹
の
嗜
虐
的
ロ
マ
ン
を
感

じ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

翌
年
の
秋
、
折
し
も
京
都
で
「
近
代
日
本
美
術
の
歩

み
展
」
と
い
う
の
が
あ
り
、私
は
そ
こ
で
は
じ
め
て
「
海

の
幸
」
の
実
物
を
見
た
。
思
っ
た
よ
り
も
小
さ
い
。
し

か
し
、
そ
の
迫
力
は
圧
倒
的
で
、
私
は
絵
の
前
か
ら
動

け
な
く
な
っ
た
。

　

特
に
画
面
中
央
、
奥
の
列
か
ら
こ
ち
ら
を
見
つ
め
る

白
い
顔
に
魅
了
さ
れ
た
。
こ
れ
は
福
田
た
ね
を
モ
デ
ル

に
し
た
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
不
安
に
怯
え
る
表
情
は
、

明
ら
か
に
ほ
か
の
漁
師
た
ち
と
は
異
な
る
。
タ
ッ
チ
や

色
使
い
か
ら
、
こ
の
顔
が
あ
と
で
描
き
加
え
ら
れ
た
の

は
明
ら
か
だ
が
、
青
木
は
な
ぜ
、
こ
の
不
朽
の
名
作
に

愛
人
の
顔
を
描
き
入
れ
た
の
か
。

　

青
木
繁
が
残
し
た
肉
筆
の
一
筆
一
塗
り
を
凝
視
し
な

が
ら
、
私
は
食
い
入
る
よ
う
に
画
布
を
見
た
。
愛
人
を

描
い
た
の
な
ら
、
青
木
自
身
も
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
そ
う
思
っ
て
見
る
と
、
中
央
手
前
の

列
の
漁
師
が
、
一
際
し
っ
か
り
と
描
か
れ
て
い
る
。
全

身
に
光
を
浴
び
、
充
足
し
き
っ
た
表
情
で
前
を
向
い
て

illustration: maki yoshimura

中
之
島
ふ
ら
ふ
ら
青
春
記
●

画
家
・青
木
繁
の
愛
と
狂
気

久
坂
部 

羊
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い
る
。
こ
れ
こ
そ
青
木
で
は
な
い
の
か
。

　

漁
師
に
模
し
た
青
木
と
た
ね
を
見
つ
め
る
う
ち
、
私

は
突
如
、
天
啓
に
撃
た
れ
る
よ
う
に
、
青
木
が
こ
の
絵

に
込
め
た
「
秘
密
」
を
発
見
し
た
。
青
木
と
た
ね
ら
し

い
漁
師
が
、
２
人
で
１
頭
の
サ
メ
を
担
い
で
い
る
の
だ
。

一
見
、
何
で
も
な
い
こ
と
の
よ
う
だ
が
、
よ
く
見
る
と

明
ら
か
に
お
か
し
い
。
２
列
縦
隊
な
の
に
、
青
木
は
手

前
、
た
ね
は
奥
に
い
て
、
サ
メ
を
担
ぐ
２
人
が
斜
め
の

位
置
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

青
木
は
こ
の
絵
を
い
っ
た
ん
完
成
さ
せ
た
あ
と
、
わ

ざ
わ
ざ
不
自
然
に
獲
物
を
担
ぐ
漁
師
を
、
自
分
と
愛
人

に
仕
立
て
上
げ
た
に
ち
が
い
な
い
。
サ
メ
は
重
い
愛
を

表
す
。
こ
の
絵
は
つ
ま
り
、
青
木
の
愛
の
理
想
像
を
象

徴
し
た
作
品
な
の
だ
。
そ
れ
ま
で
青
木
繁
の
評
伝
や
画

集
は
何
冊
も
読
ん
で
い
た
が
、
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
た

本
は
な
か
っ
た
。
私
は
自
ら
の「
発
見
」に
恍
惚
と
な
り
、

２
時
間
以
上
も
絵
を
凝
視
し
続
け
て
い
た
。

　

そ
れ
か
ら
青
木
繁
は
、
私
の
究
極
の
愛
の
象
徴
と
な

り
、
自
分
の
恋
愛
に
も
そ
れ
を
持
ち
込
も
う
と
し
た
。

つ
き
合
っ
て
い
た
女
性
に
福
田
た
ね
と
同
じ
献
身
を
求

め
、
私
を
理
解
し
な
い
と
い
っ
て
は
激
怒
し
、
無
茶
を

言
っ
て
精
神
的
に
追
い
つ
め
た
り
し
た
。
当
然
、
彼
女

は
苦
し
み
、
泣
き
、
疲
れ
、
最
後
に
は
怒
っ
た
。
そ

れ
で
も
私
は
頑
な
さ
を
変
え
ず
、
自
虐
と
嗜
虐
の
間
で
、

キ
モ
チ
よ
く
の
た
う
ち
ま
わ
っ
た
。

　

そ
の
後
も
私
の
青
木
繁
熱
は
冷
め
る
こ
と
な
く
、
青

木
の
絵
が
見
ら
れ
る
と
知
る
と
、
東
京
、
福
岡
、
広
島
、

栃
木
な
ど
に
駆
け
つ
け
た
。

「
海
の
幸
」
が
描
か
れ
た
房
州
布
良
の
海
岸
に
も
行
っ

た
。
東
京
美
術
学
校
を
卒
業
し
た
１
９
０
４
年
、
青
木

繁
は
た
ね
を
含
む
友
人
ら
と
こ
こ
を
訪
れ
、
そ
の
と
き

の
見
聞
を
も
と
に
こ
の
傑
作
を
描
い
た
の
だ
。

　

青
木
が
た
ね
を
伴
っ
た
よ
う
に
、
私
も
彼
女
を
連
れ

て
行
っ
た
。
青
木
ら
が
投
宿
し
た
家
が
残
っ
て
い
た
の

で
、
中
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
で
見
た

戸
板
の
焼
き
絵
を
描
い
た
円
光
寺
も
、
す
ぐ
そ
ば
だ
っ

た
の
で
、
い
っ
し
ょ
に
訪
ね
た
。
私
は
青
木
の
燃
え
る

よ
う
な
情
熱
を
熱
く
語
っ
た
が
、
彼
女
は
た
だ
漫
然
と

聞
く
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

私
は
栃
木
県
芳
賀
町
に
あ
る
福
田
た
ね
の
生
家
も
訪

れ
た
。
青
木
が
第
二
の
傑
作
「
わ
だ
つ
み
の
い
ろ
こ
の

宮
」
を
描
い
た
と
き
、
こ
こ
に
滞
在
し
た
か
ら
だ
。

「
海
の
幸
」
は
各
界
で
絶
賛
さ
れ
た
も
の
の
、
出
品
さ

れ
た
白
馬
会
展
で
は
裸
体
画
と
い
う
こ
と
で
特
別
室
の

展
示
と
な
り
、
直
接
の
収
入
に
は
結
び
つ
か
な
か
っ
た
。

青
木
は
生
活
に
窮
乏
し
、
身
重
の
た
ね
を
連
れ
て
あ
ち

こ
ち
を
放
浪
し
た
後
、
た
ね
の
郷
里
に
身
を
寄
せ
た
の

だ
っ
た
。

「
わ
だ
つ
み
の
い
ろ
こ
の
宮
」
は
、
青
木
が
「
海
の
幸
」

以
上
に
強
く
恃
ん
だ
作
品
で
、
こ
れ
で
一
挙
に
画
壇
を

制
圧
し
、
生
活
の
安
定
も
手
に
す
る
は
ず
の
苦
心
作
だ

っ
た
。
し
か
し
、
満
を
持
し
て
出
品
し
た
東
京
府
勧
業

博
覧
会
で
は
、
三
等
末
席
と
い
う
屈
辱
的
な
結
果
に
終

わ
っ
た
。

　

芳
賀
町
に
は
、
青
木
が
「
わ
だ
つ
み
の
い
ろ
こ
の
宮
」

を
描
く
た
め
に
借
り
た
豪
農
の
家
が
現
存
し
て
い
て
、

私
は
そ
の
部
屋
を
訪
ね
、
青
木
が
胸
に
抱
い
た
自
負
と

失
望
に
思
い
を
馳
せ
た
。
青
木
が
た
ね
母
子
と
永
遠
の

別
れ
を
し
た
五
行
川
も
見
た
が
、
だ
れ
も
い
な
い
田
舎

の
川
は
、
冷
た
い
雨
に
濡
れ
、
せ
わ
し
な
く
流
れ
る
ば

か
り
だ
っ
た
。

　

さ
ら
に
私
は
青
木
繁
の
遺
書
に
も
感
動
し
て
い
て
、

青
木
の
生
ま
れ
故
郷
・
久
留
米
に
も
行
っ
た
。
青
木
は

不
遇
の
う
ち
に
郷
里
に
も
ど
っ
た
あ
と
、
痛
切
な
遺
書

を
書
い
て
こ
の
地
で
非
業
の
最
期
を
遂
げ
た
の
だ
。

　

遺
書
の
一
節
に
は
こ
う
あ
る
。

　
「
当
地
に
て
焼
き
残
り
た
る
骨
灰
は
序
の
節
高
良
山

の
奥
の
ケ
シ
ケ
シ
山
の
松
樹
の
根
に
埋
め
て
被
下
度
、

小
生
は
彼
の
山
の
さ
み
し
き
頂
よ
り
思
い
出
多
き
筑
紫

平
野
を
眺
め
て
、
此
世
の
怨
恨
と
憤
懣
と
呪
詛
と
を
捨

て
て
静
か
に
永
遠
の
平
安
な
る
眠
り
に
就
く
可
く
候
」

　

と
て
つ
も
な
い
才
能
を
秘
め
な
が
ら
、
猛
り
狂
う
自

負
を
御
し
き
れ
ず
、
志
半
ば
で
病
魔
に
斃
れ
た
青
木
の

不
運
不
幸
を
思
う
と
、
私
は
今
も
い
た
た
ま
れ
な
い

思
い
に
駆
ら
れ
る
。
遺
書
中
に
あ
る
ケ
シ
ケ
シ
山
に
は
、

青
木
繁
の
記
念
碑
が
あ
り
、
私
は
夕
暮
れ
時
に
そ
の
場

に
佇
み
、
筑
紫
平
野
の
静
か
な
眺
め
に
、
哀
切
の
気
持

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

青
木
繁
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
書
き
た
い
こ
と
は
あ

る
が
、
紙
幅
が
尽
き
た
。
最
後
に
、
私
が
「
暴
君
」
と

し
て
振
る
舞
っ
た
女
性
が
ど
う
な
っ
た
か
を
書
い
て
お

こ
う
。
彼
女
は
そ
の
後
変
貌
し
て
、
今
は
「
女
帝
」
と

し
て
、
我
が
家
に
君
臨
し
て
い
る
。

くさかべよう　1955年生まれ。大阪大学医学部卒業。
麻酔医、外科医、在外公館での医務官としても勤務した後、2003年『廃用身』（幻冬舎文庫）でデビュー。
現代医療への提言と生きること・死ぬことについて考える
契機に満ちた作風が人気を呼び『破裂』は10万部を超えるヒットに。

「長野県東御市の梅野記念絵画館に、青木繁が『海の幸』を制作中に、
友人に送った長い絵手紙が保存されていると知り、先月、見に行ってきました。
墨跡鮮やかな文面に感動。私の ＂青木熱＂ はまだまだ重症のようです」



ナカノシマ大学をはじめ、「学びの場」情報も加わり、
中之島から大阪へと拡大しつつある『月刊島民』。

「遠方に住んでいてなかなか手に入れられない」
「先月はうっかり取り損ねてしまって…」
ファンの方のそんな声に応えるべく、
昨年末から試験的に定期購読を行っていましたが、
今年春からは本格的にスタートしています。
毎月、確実に読みたい方はぜひお申し込み下さい。

大阪・兵庫・奈良・和歌山の大学・研究機関が知力を結集したリレー講座

公開講座フェスタ2010
　大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県の33の大学・研究機関で構成している「阪神奈大学・研究機関生涯学習ネッ
ト（HSNネット）」では、平成10年度から「公開講座フェスタ」を開催しており、今年で13回目を迎えました。
　今年は、『新たな一歩 ～関西から世界を知る～』を総合テーマとし、二つの特別講演を含む、全30講座を開催い
たします。詳しくは大阪府文化課のホームページをご覧ください。皆さんのご参加を心からお待ちしております。

受講生
募集中

素敵な学びの出会い、夢は未来へと翔る

●はがき　はがきに、住所・氏名（ふりがな）・電話番号と希望講座番号（複数申込可）を記入の上、下記までお送りください。
ただし１枚のはがきにつき、１名の申し込みです。
〒540-8570　大阪市中央区大手前２丁目　府民お問合せセンター「公開講座フェスタ2010」係
●ファックス　はがきと同じ必要事項を記入の上、上記「公開講座フェスタ2010」係までお送りください。FAX.06-6910-8005
●インターネット　大阪府文化課のホームページよりお申し込み下さい。http://www.pref.osaka.jp/bunka/news/festa.html
お問合せ／府民お問合せセンター「公開講座フェスタ2010」係　☎＃8001または☎06-6910-8001（平日9:00AM ～ 6:00PM）

大阪音楽大学／大阪芸術大学／大阪信愛女学院短期大学／大阪府立大学／関西大学／神戸学院大学／四天王寺大学／園田学園女子大学／大阪大学・適塾記念会／帝塚山大学／帝塚山大学
考古学研究所・附属博物館／天理大学／奈良大学／桃山学院大学／追手門学院大学／大阪国際大学／大阪産業大学／大阪樟蔭女子大学／大阪樟蔭女子大学地域文化センター／大阪観光大学
／大阪大谷大学／夙川学院短期大学／梅花女子大学／阪南大学／帝塚山学院大学／放送大学／畿央大学／大阪経済法科大学／※（財）懐徳堂記念会／※関西大学東西学術研究所（泊園記念
会）／※（社）心学明誠舎／※高野山大学／※（財）大阪市教育振興公社（大阪市立生涯学習センター）　※の機関は、今年度は不参加

11月1日（月）～11月20日（土）　開催場所／さいかくホール（大阪府新別館北館１階）
募集定員／各講座150名（先着順）　受講料／各講座500円　
事務局／大阪府府民文化部都市魅力創造局文化課
●各講座の詳細は（大阪府文化課HP）

http://www.pref.osaka.jp/bunka/news/festa.html

今年の特別講演

11月2日（火）6:30PM～8:00PM

 「小惑星探査機『はやぶさ』
7年の旅を振り返る」
飯山青海（大阪市立科学館学芸員）

11月1日（月）6:30PM～8:00PM

 「足元から世界へ
 －映画表現を通して今、想うこと－」
河瀨直美（映画作家）

2010年6月に地球に帰還した小惑星探査機「はやぶさ」。はやぶさプロジ
ェクトの全体像を振り返りながら、小惑星をはじめとした太陽系科学の
進展と、これからの研究の展望をご紹介します。

奈良から発信した第１回なら国際映画祭を経て感じたこと、命が生まれ
る−その神秘の世界を見つめた新作ドキュメンタリー『玄牝−げんぴん−』
についてお話します。

Ⅱ

Ⅰ

お申し込み方法

公開講座フェスタ2010 参加大学・機関（28機関／順不同）

©「はやぶさ」大型映像制作委員会

大阪市中央区大手前3-1-43
●地下鉄谷町線・中央線「谷町四丁目」
駅下車、1-A出口方面へ約200ｍ
●京阪電鉄「天満橋」駅下車、谷町筋を
南へ約700ｍ
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 月刊島民を

 「定期購読」
しませんか？

●料金　
6ケ月／1,800円（2010年10月号〜 2011年３月号）
※料金には送料・手数料を含みます。
※9月24日（金）までにお申し込みいただくようお願いいたします。
●お申し込み方法
 1.郵便振替　口座番号：00990-5-299267
２.現金書留　料金を同封し下記の宛先までお送り下さい。
〒530-0004　大阪市北区堂島浜2-1-29　古河大阪ビル４Ｆ
月刊島民プレス（株式会社140Ｂ内）宛
◎ご入金を確認した時点で、ご連絡を差し上げます。
　郵便振替の場合、手続きに２週間前後かかりますので、ご注意下さい。
※諸事情により、到着が２〜３日遅れる場合もあります。予めご容赦下さい。
※原則として、途中解約は受け付けておりません。
※ご記入いただいた個人情報は冊子・サービスを
　お届けするためだけに利用し、その目的以外での利用はいたしません。
●お問い合わせ　月刊島民プレス 定期購読係　☎06-4799-1340

ナカノシマ大学をはじめ、「学びの場」情報も加わり、
中之島から大阪へと拡大しつつある『月刊島民』。

「遠方に住んでいてなかなか手に入れられない」
「先月はうっかり取り損ねてしまって…」
ファンの方のそんな声に応えるべく、
昨年末から試験的に定期購読を行っていましたが、
今年春からは本格的にスタートしています。
毎月、確実に読みたい方はぜひお申し込み下さい。

ル・コントワール・ド・ブノワ  
大阪市北区梅田2-4-9 
ブリーゼブリーゼ33Ｆ　
☎06-6345-4388　
http://www.comptoirbenoit-osaka.com/
ランチ11:00AM〜2:30PM（L.O）　
カフェ2:30PM〜4:00PM（L.O）　
ディナー5:00PM〜9:30PM（L.O）　
不定休

料理とは、
素材そのものを
感じること。

9月限定メニュー

 イチジクのティアン

●日曜の夜はワイン祭り

ヘーゼルナッツのサブレ生地の上
に、生クリームとイチジクのジャム、
そして新鮮なイチジクをたっぷりと
のせました。仕上げに添えるのは
カシスのソース。イチジクの華やか
な香りと、カシスの甘酸っぱいが
上品に溶け合うデザートです。

毎週日曜日のディナータイムに、10,000
円以上のボトルワインを50%OFFにて
ご提供しております。日曜の夜は、ワ
インを存分にお楽しみくださいませ！

￥1,400円（税込・サ別）
※コースに組み込むこともできます。
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日
中
は
快
速
特
急
と
特
急
以
外
す
べ
て
停

ま
る
京
阪
守
口
市
駅
。
高
架
駅
の
ホ
ー
ム
か

ら
見
る
風
景
は
、
典
型
的
な
近
郊
都
市
の
メ

イ
ン
駅
の
そ
れ
で
、
目
の
高
さ
に
は
大
手
都

市
銀
行
の
サ
イ
ン
が
上
が
っ
て
い
る
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
や
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
、
チ
ェ
ー
ン
店

高
架
の
出
口
と

地
上
の
出
口
、

「
駅
前
」も
ま
た

少
し
ず
つ
違
う
。



の
入
っ
た
飲
食
ビ
ル
、
市
民
体
育
館
な
ど
の

市
営
施
設
が
見
え
る
。

　

け
れ
ど
も
そ
の
守
口
市
駅
を
地
上
に
降
り

北
側
に
出
る
と
、
一
風
変
わ
っ
た
風
景
が
目

に
入
っ
て
く
る
。
T
S
U
T
A
Y
A
を
背
に

し
て
ち
ょ
う
ど
向
か
い
側
の
見
上
げ
る
位
置

に
本
町
橋
が
か
か
っ
て
い
る
の
だ
。
橋
と
い

っ
て
も
川
に
か
か
る
橋
で
は
な
い
。
こ
の
橋

は
一
段
高
い
地
勢
に
な
る
「
文

ぶ
ん
ろ
く
づ
つ
み

禄
堤
」
が
通

る
橋
で
、
そ
の
文
禄
堤
こ
そ
が
京
街
道
と
そ

こ
に
開
か
れ
た
守
口
宿
の
名
残
で
あ
る
。

　

本
町
橋
た
も
と
の
小
さ
な
石
段
を
上
が
っ

て
京
街
道
に
入
る
。
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
を
越

え
る
と
駅
前
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
光
景
が
一
変
。

連
子
格
子
に
虫む

し
こ
ま
ど

籠
窓
、
う
だ
つ
の
あ
る
町
家

…
。
典
型
的
な
江
戸
時
代
の
街
道
筋
の
風
情

だ
。
ま
る
で
歴
史
の
地
層
が
造
り
上
げ
た
街

の
裂
け
目
の
よ
う
な
気
が
す
る
。
こ
の
京
街

道
の
通
る
文
禄
堤
は
、
市
教
育
委
員
会
と
ク

レ
ジ
ッ
ト
さ
れ
た
案
内
板
に
こ
う
記
さ
れ
て

い
る
。

　
「
こ
の
堤
は
、
豊
臣
秀
吉
が
伏
見
城
と
大

坂
城
を
結
ぶ
最
短
距
離
の
道
と
し
て
文
禄
5

年
（
１
５
９
６
）
に
毛
利
輝
元
・
小
早
川
隆

景
・
吉
川
広
家
の
三
家
に
命
じ
て
淀
川
左
岸

の
堤
防
を
改
修
・
整
備
し
た
も
の
で
、
の
ち

に
、
東
海
道
守
口
宿
の
一
部
が
築
か
れ
ま
し

た
。
堤
防
上
の
道
は
、
京
へ
向
か
う
と
き
は

京
街
道
、
大
坂
へ
向
か
う
と
き
は
大
坂
街
道

と
呼
ば
れ
ま
し
た
。」

　

そ
こ
こ
こ
に
残
る
街
道
筋
の
風
情
を
残
す

建
物
。
そ
の
ま
ま
飲
食
店
や
写
真
館
な
ど
の

店
舗
に
使
わ
れ
て
い
る
町
家
を
見
な
が
ら
、

ち
ょ
う
ど
自
家
用
車
1
台
が
通
る
幅
の
京
街

道
を
道
な
り
に
ず
っ
と
歩
く
と
、
右
手
に
細

く
て
な
だ
ら
か
な
坂
の
石
畳
が
あ
る
。
そ
の

入
口
に
小
さ
な
石
碑
の
道
し
る
べ
が
あ
り
、

「
右
な
ら　

の
さ
（
ざ
？
）
き
み
ち
」
と
刻

ま
れ
て
い
る
。
帰
っ
て
調
べ
る
と
こ
の
石

畳
の
坂
は
「
来ら

い
ご
う
ざ
か

迎
坂
」
と
い
う
名
前
だ
っ
た
。

野
崎
観
音
、
旧
奈
良
街
道
に
通
じ
る
街
道
で
、

こ
の
京
街
道
よ
り
さ
ら
に
古
い
。
守
口
宿
が

開
か
れ
る
以
前
か
ら
の
守
口
市
で
は
最
も
古

い
街
道
と
の
こ
と
。

　

さ
ら
に
「
京
へ
」
と
ど
ん
ど
ん
歩
い
て
い

く
と
下
り
坂
。
な
だ
ら
か
な
カ
ー
ブ
を
描
く

む
く
り
屋
根
、
黒
壁
に
虫
籠
窓
、
そ
の
窓
の

間
に
は
鍾し

ょ
う
き馗

さ
ん
が
鎮
座
し
て
い
る
典
型
的

な
街
道
筋
の
町
家
の
軒
先
に
地
蔵
盆
や
祭
の

提
灯
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
。「
か
さ
と
丁

ち
ん　

川
東
傘
ち
ょ
う
ち
ん
店
」
の
看
板
で

そ
れ
と
わ
か
る
。

　

国
道
１
号
線
と
交
わ
る
八
島
交
差
点
を
い

か
に
も
旧
い
板
塀
の
家
屋
、
白
壁
の
蔵
に
誘

わ
れ
る
よ
う
に
（
ち
な
み
に
大
塩
平
八
郎
ゆ

か
り
の
大
塩
書
院
が
あ
っ
た
白
井
家
）
右
へ

曲
が
る
と
難な

ん
し
ゅ
う
じ

宗
寺
。
守
口
宿
本
陣
は
こ
の
あ

た
り
だ
っ
た
。「
す
く
守
口
街
道
」「
す
く
京
」

「
左
京
」「
右
大
」
と
刻
ま
れ
た
石
の
道
し
る

べ
、「
御
行
在
所
」「
御
仮
泊
所
」
と
の
標
石
。 

　

東
海
道
五
十
三
次
は
、
こ
の
京
街
道
の
伏

見
宿
、
淀
宿
、
枚
方
宿
そ
し
て
守
口
宿
を
加

え
て
五
十
七
次
で
あ
り
、
大
坂
の
高
麗
橋
で

終
点
を
迎
え
る
。

中之島からゆく
駅前オーライ!

第6回

守口市
文／江 弘毅（本誌）　絵／綱本武雄（本誌）



ー
チ
部
分
が
基
壇
部
分
を
除
き
石
造
り
か
ら

鉄
製
に
変
え
ら
れ
た
の
だ
が
、
橋
桁
を
照
ら

す
の
は
立
地
的
に
も
技
術
的
に
も
管
理
的
に

も
難
し
く
、
こ
れ
ま
で
な
か
な
か
実
現
に
至

ら
な
か
っ
た
。

　

自
分
よ
り
も
若
い
橋
が
夜
に
デ
ビ
ュ
ー
し

て
い
く
の
を
横
目
に
、
内
心
は
が
ゆ
い
思
い

を
し
て
き
た
難
波
橋
だ
っ
た
が
、
つ
い
に
昨

年
の
水
都
大
阪
２
０
０
９
を
き
っ
か
け
に

華
々
し
く
光
を
ま
と
っ
た
。
難
波
橋
の
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
に
は「
歴
史
と
今
の
交
差
点
」と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
が
掲
げ
ら
れ
、
大
正
時
代
の

た
た
ず
ま
い
を
残
す
大
阪
の
歴
史
性
と
、
水

都
大
阪
の
再
生
と
い
う
現
代
や
未
来
を
対
比

的
に
象
徴
す
る
演
出
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。

　

石
造
の
橋
桁
の
側
面
は
素
材
に
合
わ
せ
た

柔
ら
か
い
光
で
古
く
か
ら
の
橋
の
重
厚
感
を

演
出
し
、
橋
頭
堡
の
部
分
も
橋
の
外
側
に
設

置
さ
れ
た
光
源
か
ら
暖
か
い
光
で
照
ら
さ
れ

る
。
鉄
製
の
ア
ー
チ
の
内
部
に
は
７
本
の
桁

が
走
っ
て
い
る
が
、
そ
の
桁
の
一
本
ず
つ
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
光
源
が
仕
込
ま
れ
て
お
り
、
ラ
イ

ン
に
沿
っ
て
発
光
し
な
が
ら
「
光
の
ト
ン
ネ

ル
」
を
作
っ
て
い
る
。

　

ゆ
っ
く
り
と
５
色
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
し

な
が
ら
光
る
難
波
橋
は
、
あ
い
ま
い
で
意
味

深
な
表
情
を
川
へ
投
げ
か
け
て
い
る
よ
う
だ
。

こ
れ
ま
で
ず
っ
と
地
上
を
見
つ
め
て
い
た
難

波
橋
は
、
今
度
は
川
が
気
に
な
る
よ
う
で
、

大
人
の
魅
力
で
川
を
誘
惑
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
想
像
を
か
き
た

て
ら
れ
る
。

　

大
正
４
年
（
１
９
１
５
）
に
完
成
し
た
難な

に

波わ
ば
し橋

は
中
之
島
で
も
抜
群
に
「
オ
ト
ナ
美
人
」

な
橋
だ
と
思
う
。
中
央
公
会
堂
の
熱
い
視
線

を
受
け
、
き
ら
び
や
か
な
装
飾
が
施
さ
れ
た

橋
の
入
口
で
は
、
堂
々
と
し
た
４
体
の
ラ
イ

オ
ン
像
が
ボ
デ
ィ
ガ
ー
ド
の
ご
と
く
大
正
時

代
か
ら
ず
っ
と
こ
の
橋
を
守
り
続
け
て
い
る
。

　

橋
の
上
に
高
く
そ
び
え
る
４
本
の
橋き

ょ
う
と
う
ほ

頭
堡

（
左
写
真
）も
お
洒
落
だ
。
橋
頭
堡
と
は
元
々

は
橋
を
守
る
軍
事
的
な
砦
と
し
て
築
か
れ
る

の
だ
が
、
こ
こ
で
は
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
取

り
入
れ
ら
れ
、
橋
を
シ
ャ
ー
プ
に
洗
練
さ
れ

た
表
情
へ
と
演
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
バ
ラ

園
へ
降
り
て
行
く
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
石
造
り

の
踊
り
場
。
こ
こ
か
ら
は
バ
ラ
園
全
体
を
見

渡
せ
、
同
時
に
ス
テ
ー
ジ
の
よ
う
に
バ
ラ
園

か
ら
の
視
線
を
集
め
る
よ
う
に
で
き
て
い
て
、

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
な

ど
に
使
え
そ
う
な
佇
ま
い
だ
。
難
波
橋
は
交

通
の
要
所
と
し
て
の
重
要
性
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
デ
ザ
イ
ン
も
こ
だ
わ
り
抜
か
れ
た
お

洒
落
な
橋
と
し
て
市
民
が
好
き
な
橋
で
も
首

位
に
輝
い
て
い
る
。

　

そ
ん
な
美
人
な
難
波
橋
が
こ
れ
ま
で
夜
の

「
メ
イ
ク
」
を
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
意

外
な
事
実
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
ほ

ん
の
昨
年
ま
で
実
は
難
波
橋
は
全
く
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
が
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
こ
の

橋
の
構
造
上
、
照
明
が
取
り
付
け
に
く
か
っ

た
か
ら
だ
と
い
う
。
昭
和
50
年
に
橋
脚
の
ア

橋から10ｍほど離れた
場所に設置された橋頭
堡に向けられたライト。
石の白さと質感を強調
する光の色であるため、
橋桁のグリーンや青色
のLEDが目立つ仕掛け。
こちらにもお洒落な装
飾が。

今月の
スポットライト！

 中之島へ光を見に行く。

取材・文／花村周寛
（ランドスケープデザイナー）

取材協力／大阪市建設局
大阪・光のまちづくり企画推進委員会　

関西電力株式会社

難波橋
vol.4

つ
い
に
輝
き
始
め
た
�

中
之
島
一
番
の
お
洒
落
橋
�



　

ゆ
っ
く
り
と
５
色
に
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
し

な
が
ら
光
る
難
波
橋
は
、
あ
い
ま
い
で
意
味

深
な
表
情
を
川
へ
投
げ
か
け
て
い
る
よ
う
だ
。

こ
れ
ま
で
ず
っ
と
地
上
を
見
つ
め
て
い
た
難

波
橋
は
、
今
度
は
川
が
気
に
な
る
よ
う
で
、

大
人
の
魅
力
で
川
を
誘
惑
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん
な
想
像
を
か
き
た

て
ら
れ
る
。
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「
ド
レ
ス
に
憧
れ
て
、

 

ダ
ン
ス
を
始
め
ま
し
た
」

N A K A N O S H I M A  C o l l e c t i o n  2 0 1 0 . S E P .

今月の
テーマ
学びの場である中之島には、いろんな「先生」がいる。
生徒から注目される先生たちは、見た目にもやはり気を使っているご様子。

【先生】
取材・文／大迫 力（本誌）

審査員／大平秀
ひ で み

峰さん
［NAKAGAWA1948 尼崎店］店長

　みんなに肩こりや腰痛から解放されて幸
せになって欲しくて、先生方を集めて講習も
しています。普段着では一味違う服装に気
をつけていますが、仕事ではなかなか。でも
清潔感のある服装や髪型、笑顔や挨拶には
気をつけています！

　自分で言うのも何なんですが、若いときは
研究熱心だったんですよ。今は面白い生き
方を意識してるかな。今日はラフな格好だ
けど、講演をする時はもちろんスーツ。でも、
研究をしたり、本に没頭するときは楽な格
好が多いですね。

約20年、西天満界隈で弁護士をしていま
す。やっぱり仕事柄、スーツを着ることがほ
とんどです。事務所にいるだけでなく、裁
判所やクライアントさんのところなど外に出
ることも多いので、動きやすいことも重要で
すね。

　生徒さんに教えるほか、スタッフをコーチして大会に送り出したり、コン
クールの審査員をしています。社交ダンスは、お姫様のようなドレスに憧れて、
大学卒業後に北浜でＯＬをしながら始めたのがきっかけ。ドレスにはこだわ
りますね。青色が好きなので、自然とお気に入りのドレスは青系が多いです。

浜口大介さん
［西梅田小林整骨院］院長

髙島幸次さん
大阪大学招聘教授／

大阪天満宮文化研究所研究員

北村 真さん
［真成法律事務所］弁護士大江潤子さん

［スターダンススクール］オーナー

日焼けした肌の色といい、髪の色と
いい、ボクには確実にないがっちり

感・爽やか感・清潔感がありますね。そりゃ
あ女性にうけるんだろうなあ。ボクはもう嫉
妬のツボを押されまくりですよ。

オン・オフの違いをはっきりされてい
るということですね。この抜き方は

とても良いと思います。昔のアメリカン・ト
ラッドの崩し方ですよね。良い大人のこだわ
りが見える感じがしますね。

小物は茶系でまとめ、シャツ・ネクタ
イも良い生地のものを着ておられま

すが、欲を言えばもう少し冒険心が欲しい。
ジャケットは着ていただきたいなあ。任せて
もらえれば良い弁護（お見立て）しますよ！

いやあ、もうご自分のことをよく分かっていらっしゃる。日本人の女
性がきれいに見える一番のポイントは、首をどれだけ長く見せられる

かなのですが、Ｖゾーン強めのニットに、ショートヘアーでばっちりですね。
七分丈だからリーチも長く見えます。黒のパンツに黒を合わせるのでなく、
パープルを持ってくるところもお見事です！

淀屋橋・西梅田の両店舗にておなじみの島民御用達テーラー。
その絶妙な採寸テクニックから＂ゴッドハンド＂の異名を持つ
大平店長は、今春再オープンした尼崎店へ。アマからシマを
見つめる。http://www.nakagawa1948.co.jp/main.html

お
見
事！

「
笑
顔
や
髪
型
に
も

 

気
を
使
っ
て
い
る
ん
で
す
」

「
や
は
り
ス
ー
ツ
が
多
い
。

 

動
き
や
す
さ
も
重
要
で
す
」

「
本
を
読
む
と
き
は

 

ラ
フ
な
服
装
が
多
い
で
す
ね
」
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阪
倶
楽
部
と
い
う
特
異
空
間
に
身
を

お
い
て
ほ
ぼ
１
年
。
今
で
も
倶
楽
部

へ
向
か
う
日
は
朝
か
ら
緊
張
し
て
い
る
。
筆

者
は
47
歳
だ
が
こ
の
大
阪
倶
楽
部
と
い
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
年
齢
的
に
は
ひ
よ
子
に
も

ま
だ
な
っ
て
い
な
い
。
50
歳
で
ひ
よ
っ
子
、

60
歳
で
フ
ツ
ー
の
コ
ド
モ
、
70
歳
が
や
っ
と

こ
さ
大
人
で
、
80
歳
で
立
派
な
大
人
と
な
る

の
で
あ
る
。

　
「
八
十
路
会
」
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
文

字
通
り
八
十
歳
に
な
ら
な
い
と
参
加
で
き
な

い
。
さ
ぞ
お
爺
さ
ん
だ
け
の
、
元
気
の
な
い

集
ま
り
か
と
思
い
き
や
、
い
や
い
や
健
康
的

に
活
発
な
活
動
を
毎
月
や
っ
て
い
る
。
大
阪

の
盛
衰
を
生
き
抜
い
て
来
た〝
立
派
な
大
人
”

た
ち
は
み
な
饒
舌
だ
。
サ
ロ
ン
で
少
し
話
し

て
も
「
Ｊ
Ｒ
に
○
○
駅
っ
て
あ
る
や
ろ
。
あ

れ
昔
あ
の
一
帯
が
全
部
ワ
シ
の
家
や
っ
た
か

ら
、
○
○
っ
て
言
う
ん
や
！
」
と
と
ん
で

も
な
い
お
話
に
、「
大
阪
倶
楽
部
の
方
な
ら

さ
も
あ
り
な
ん
」
と
び
っ
く
り
し
て
い
る
と
、

「
う
そ
う
そ
、
そ
ん
な
ワ
ケ
な
い
や
ん
！
」

と
肩
透
か
し
を
食
ら
う
。

　

ま
さ
に
冗
談
と
現
実
の
狭
間
を
悠
々
自

適
に
行
き
来
す
る
の
が
、
こ
の
倶
楽
部
で
は

〝
立
派
な
大
人
”
の
嗜
み
な
の
か
も
し
れ
な

い
。
重
厚
な
名
建
築
は
、
長
い
長
い
時
代
の

流
れ
の
中
で
、こ
う
し
た
冗
談
と
現
実
の
間
を

す
る
す
る
と
行
き
来
す
る
大
阪
エ
ス
タ
ブ
リ

ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
た
ち
を
見
続
け
て
来
た
の
だ

ろ
う
。

本
的
に
メ
ン
バ
ー
の
み
に
し
か
入
館

を
許
さ
れ
て
い
な
い
大
阪
倶
楽
部
が
、

広
く
大
阪
市
民
を
受
け
入
れ
て
講
演
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
当
島

民
編
集
部
や
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
も
全
面
的
に

ご
協
力
。
東
西
の
落
語
を
主
題
に
、
普
通
で

は
聴
け
な
い
興
味
深
い
講
演
会
に
な
り
そ
う

だ
。
大
阪
倶
楽
部
メ
ン
バ
ー
以
外
で
も
、
申

し
込
み
に
よ
り
広
く
募
集
を
し
て
い
る
。
シ

マ
の
異
空
間
、
大
阪
倶
楽
部
を
堪
能
で
き
る

ま
た
と
な
い
機
会
、
隣
に
座
っ
た
〝
立
派
な

大
人
”
が
あ
な
た
を
冗
談
で
楽
し
ま
せ
て
く

れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

大

 「立派な大人」になる条件。

中之島に「入会」しませんか?
取材・文／石原 卓（本誌）

講演／恩田雅和（天満天神繁昌亭支配人）　
落語／笑福亭三喬　笑福亭喬介
日時／９月16日(木)　
　　　6:30PM ～ 8:30PM（開場6:00PM）
　　　8:30PM ～ 9:00PM（館内見学）
会場／大阪倶楽部　４階ホール
定員／200名　入場料／1,000円
主催／大阪倶楽部　協力／ナカノシマ大学

◎お申し込みはナカノシマ大学ホームページが便利です。
http://www.nakanoshima-univ.com/
ファックス・ハガキの方は、Ｐ10に書かれた宛先に

「落語 にし・ひがし」受付係と書いてお申し込み下さい。

大阪倶楽部×ナカノシマ大学
文化講演会「落語 にし・ひがし」 基
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次号予告 懐徳堂って、すごいの?
江戸時代、大坂の町人たちが私財を持ち寄って建てた懐徳堂。今なお語り継がれ
るそのすごさとは。「街場で学ぶ」を地実践した、先人たちの様子をご紹介しよう。
●『月刊島民』vol.27は2010年10月１日発行です！
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日本銀行
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大阪天満宮
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真成法律事務所
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小林整骨院
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中
之
島
駅

大「島民」MAP 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!

京阪電車関連：京阪電車主要駅／京阪シティモール／京阪モール／デリスタ天満橋店／ホテル京阪天満橋／ホテル京阪京橋　
書店：ブックファースト梅田店／旭屋書店 本店／旭屋書店 梅田地下街店／旭屋書店 堂島地下街店／ジュンク堂書店 大阪本店／ジュンク堂書店 梅田ヒルトンプラザ店／ブックファースト 淀屋橋
店／文教堂書店淀屋橋店／福家書店 淀屋橋店／天牛堺書店 大江橋店／紀伊國屋書店 本町店／ジュンク堂書店天満橋店／紀伊國屋書店 京橋店／隆祥館書店／なんば書店カルチャーコーナー
公共施設・大学関連施設ほか：大阪市中央公会堂／府立中之島図書館／大阪市役所市民情報プラザ／大阪市立中央図書館／大阪歴史博物館／大阪城天守閣／大阪狭山市立図書館／奈良
県立図書情報館／大阪国際会議場／市立住まい情報センター／大阪商工会議所／大阪市社会福祉研修・情報センター／大阪企業家ミュージアム／味の素 食のライブラリー／朝日カルチャー
センター／大阪大学中之島センター／大阪大学本部／大阪大学21世紀懐徳堂／摂南大学地域連携センター／慶應大阪リバーサイドキャンパス／追手門学院 大阪城スクエア／追手門学院 大
手前センター／関西学院大学大阪梅田キャンパス／専門学校中の島美術学院／大阪工業技術専門学校／ろうきんギャラリー心斎橋／大阪倶楽部／中央電気倶楽部／芝川ビル／ N4タワーマ
ンションパビリオン／ホテルNCB ／ABC朝日放送／大阪フィルハーモニー会館
店舗・医院など：江戸前鰻料理 志津可／ラ・クッカーニャ／アリアラスカ マーブルトレ／ MANGUEIRA ／Girond's JR ／じろう亭／ミニジロー／黒門さかえ／花かつ／ティーハウスムジカ／ MJB
珈琲／平岡珈琲店／喫茶SAWA ／アンドール本町本店／あじさい／Calo Bookshop and café／ EXPO CAFE ／喫茶カンターロ／ BAR THE TIME 天神／タバーン・シンプソン／パストラーレ／
LES LESTON ／大西洋服店／上町貸自転車／ザ・メロディ／カセッタ／セブンイレブン大阪証券取引所店／吉田理容所／たまがわ鍼灸整骨院／宮崎歯科／心斎橋山田兄弟歯科／東郷歯科医
院／ネイルサロンスワンナ

『月刊島民』はここでもらえます。

2008年8月に創刊した『月刊島民』。大きな支持をいただいていることは、「バックナンバーありませんか？」と月刊島民プレスを訪ねてくる方々の多さからも伝わってきます。さて、そのバック
ナンバーにつきまして、1冊につき100円をいただくこととなりました。号を重ねていくうちに保管用のスペースが必要となり、そのための維持管理費を負担していただく形です。何卒、ご理解と
ご協力のほど、よろしくお願いします。お問い合わせは下記の電話番号まで。

バックナンバーお譲りします。
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